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奥八女の

ま
るか
じ
り

奥八女の

ま
るか
じ
り

八
女
の
名
、
発
祥
の
地
矢
部
村
「
八
女
津
媛
神

社
」
で
「
も
み
じ
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
面
、
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
の
境
内
で
、
14
日

は
地
元
の
民
謡
家 

栗
原
晨し

ん
ご護
翁
の
偉
業
を
し
の
ぶ

民
謡
祭
を
開
催
。
境
内
で
は
、
俳
句
、
短
歌
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
わ
せ
て
と
れ
た
て
の
野
菜
が
そ
ろ
っ
た
青
空
市
、

だ
ん
ご
汁
や
よ
も
ぎ
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
郷
土
の
味

を
堪
能
し
な
が
ら
、
紅
葉
狩
り
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

交
通
＝
堀
川
バ
ス 

石
川
内
バ
ス
停
下
車
１
・
３
キ
ロ

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

も
み
じ
祭
り

期
日
＝
11
月
13
日
土
・
14
日
日

場
所
＝
八
女
津
媛
神
社
境
内
・
八
女
津
媛

浮
立
館

◆
イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
13
日
㈯

◦
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
オ
ー
ズ
シ
ョ
ー

◦
ジ
ュ
ニ
ア
き
ん
ま
レ
ー
ス

▽
11
月
14
日
㈰

◦
全
日
本
き
ん
ま
選
手
権
大
会

◦
ダ
ニ
ー
馬
場
＆
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ラ
イ
ブ

◦
お
お
む
ら
太
鼓
連
く
じ
ら
太
鼓
演
奏
（
長
崎
県
）

そ
の
ほ
か
２
日
間
を
通
し
て
各
種
バ
ザ
ー
、
森
林

号
の
運
行
、
大
道
芸
人
の
来
演
等
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

第
23
回
八
女
上
陽
ま
つ
り

期
日
＝
11
月
13
日
土
・
14
日
日

場
所
＝
春
の
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
26
回
八
女
星
の
ま
つ
り

期
日
＝
11
月
13
日
土
・
14
日
日

場
所
＝
星
の
ふ
る
さ
と
公
園

◆
イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
13
日
㈯　

ｗ
わ
い

ａ
ｉ 

ｗ
わ
い

ａ
ｉ 

む
ら
ま
つ
り

◦
星
野
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
演
奏

◦
星
野
小
学
校
踊
り
・
星
野
太
鼓

◦
山
村
留
学
生　

山
留
太
鼓

◦
ダ
ニ
ー
馬
場
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ 

ほ
か

▽
11
月
14
日
㈰　

九
州
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◦
御
良
八
幡
太
鼓
（
福
岡
県
）

◦
ゆ
ふ
い
ん
源
流
太
鼓
（
大
分
県
）

◦
お
さ
な
ご
清
流
太
鼓
（
長
崎
県
）

◦
チ
ー
ム
熊
本
（
熊
本
県
）

◦
橘
太
鼓
「
響
座
」（
宮
崎
県
）

◦
霧
島
九
面
太
鼓 

和
奏
（
鹿
児
島
県
）
ほ
か

そ
の
ほ
か
木
工
体
験
、
お
茶
の
手
も
み
実
演
、
お
茶

の
入
れ
方
教
室
な
ど
の
体
験
・
参
加
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
お
茶
、
シ
イ
タ
ケ
、
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
、
新

鮮
野
菜
や
だ
ご
汁
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
な
ど
自
慢
の

特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
星
野
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

八女星のまつり

八女津媛神社

全日本きんま選手権大会
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県
内
の
八
女
市
・
う
き
は
市
・

篠
栗
町
の
３
自
治
体
が
森
林
セ

ラ
ピ
ー
基
地
の
認
定
を
受
け
、

「
観
光
・
健
康
・
環
境
」
を
テ
ー

マ
に
連
携
・
協
働
し
、「
森
林

セ
ラ
ピ
ー
体
験
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

で
き
る
だ
け
、
３
日
間
と
も
参

加
で
き
る
人
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

集
合
場
所
＝
八
女
市
黒
木
総
合

支
所

参
加
料
＝
各
２
０
０
０
円
（
弁

当
付
）

定
員
＝
各
８
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
黒
木
総
合
支
所
産
業
経

済
課
商
工
観
光
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
・
N
４
２
・

０
１
７
２
）

回 日　程 開催地 集合時間 受付期間
第１回 11月23日㈷ 八女市 9時 11月19日㈮まで

第２回 12月4日㈯ うきは市 8時15分 12月1日㈬まで

第３回 12月11日㈯ 篠栗町 7時30分 12月8日㈬まで

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

◆
イ
ベ
ン
ト

▽
11
月
20
日
㈯

◦
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊
演
奏

◦
矢
部
保
育
園
鼓
隊

◦
飯
干
太
鼓

◦
ふ
れ
あ
い
演
芸
会
（
矢
部
村
文
化
連
盟
）

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
公
開
（
矢
部
小
中
学
校
）

◦
和
太
鼓
演
奏
（
星
の
村
山
村
留
学
生
）

◦
郷
土
芸
能
「
石
づ
き
」　

ほ
か

▽
11
月
21
日
㈰

◦
和
太
鼓
（
八
女
神
太
鼓
）

◦
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ズ 

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
（
ニ
ュ
ー

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
）

◦
も
ち
な
げ
大
会

◦
よ
さ
こ
い
お
ど
り
（
柳
川
撫
子
会
）

◦
は
せ
が
わ
天
晴
の
コ
ミ
ッ
ク
シ
ョ
ー

◦
星
の
ぞ
み
歌
謡
シ
ョ
ー　

ほ
か

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
矢
部
村
の

と
れ
た
て
新
鮮
青
空
市
場
や
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー

ス
、
釣
り
堀
り
コ
ー
ナ
ー
、
木
工
教
室
な
ど
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
矢
部
村
の
特
産
物
が

当
た
る
入
場
者
抽
選
も
あ
り
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

八
女
矢
部
ま
つ
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

第
26
回
八
女
矢
部
ま
つ
り

期
日
＝
11
月
20
日
土
・
21
日
日

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

今回は世界子ど
も愛樹祭コンクー
ルをはじめて20周

年という記念すべ
き年。みなさんの、木

や林や森を愛し親しむ力

強い作品の応募をお待ちしていま

す。そして、21世紀に生きる「友情

の森」を育てていきましょう。
♥テーマ＝大地のいのち・自然のめぐみ・地球への愛

♥募集作品＝◦詩・作文の部　◦絵画の部　◦木はがきの部

♥応募資格＝◦詩・作文の部　◦絵画の部　ともに幼児～

中学生　◦木はがきの部　年齢制限なし

♥規格＝◦詩・作文（４００字詰め原稿用紙５枚以内。詩

は用紙自由）　◦絵画（画用紙四つ切サイズ基準。色彩は自

由）　◦木はがき（木製のはがき、または木板など。郵便は

がきからＡ４サイズまで形は自由）

♥最終選考委員＝吉田民尚（画家）・長野ヒデ子（絵本作家）・

内田麟太郎（絵本作家）・椎窓 猛（詩人）

♥応募締切＝１１月３０日（火）※消印有効

♥作品送付先・問い合わせ＝ＮＰＯ法人世界子ども愛樹祭

コンクール・コスモネット　〒８３４－１４０１　福岡県八

女市矢部村北矢部１１０６０番地１

（☎４７・２０５５  N０５０・７５０３・６８１５）

世界子ども愛樹祭コンクール♥

♥作品
募集

森林セラピー

八女矢部まつり
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給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
所
得
税
が
給

与
か
ら
源※

１

泉
徴
収
さ
れ
て
お
り
、
年※

２

末
調

整
が
済
ん
で
い
れ
ば
申
告
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
中
途
退
職
な

ど
で
年
末
調
整
が
さ
れ
な
い
人
、
年
末
調

整
で
控
除
等
を
漏
ら
し
た
人
は
、
確
定
申

告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
を
精
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
・

雑
損
控
除
・
寄
附
金
控
除
・
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
初
年
度
分
）
な
ど
は
、

年
末
調
整
で
は
所
得
税
の
精
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
収
入
の
た

め
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
所
得
税

国
に
納
め
る
税
（
所
得
税
）
は
、
給

与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低

65
万
円
）
と
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な

ど
の
所
得
控
除
を
差
し
引
い
た
残
り
の
額

（
課
税
所
得
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下

で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
所
得
税
は
、
そ

の
年
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入

に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る

た
め
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市

県
民
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

◎
市
県
民
税

地
方
に
納
め
る
税
（
市
県
民
税
）
に

は
所
得
割
と
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。
所

得
割
（
税
率
10
％
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が

１
０
０
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い

場
合
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
均
等
割
（
税

額
４
５
０
０
円
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が

93
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合

は
、か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
市
県
民
税
は
、

１
年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
収

入
を
も
と
に
計
算
し
、
翌
年
度
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
夫
婦
の
場
合
、
共
に

収
入
が
あ
る
場
合
で
も
、
所
得
要
件
を
満

た
せ
ば
、
配
偶
者
控
除
か
配
偶
者
特
別

控
除
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
し
ま
す
。（
下

の
表
１・２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

（
例
１
）
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円

以
下
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
所
得
税
38
万

円
、
市
県
民
税
33
万
円

※
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
準
が
異
な
る
た

め
、
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
に
該
当
す
る
場

合
で
も
、
Ｂ
さ
ん
に
市
県
民
税
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
２
）
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円

超
１
４
１
万
円
未
満
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
０
円

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
特
別
控
除
＝
Ｂ
さ
ん

の
所
得
に
応
じ
、
所
得
税
38
万
円
か
ら

３
万
円
ま
で
、
市
県
民
税
33
万
円
か
ら

３
万
円
ま
で

※
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
Ａ
さ
ん
の
合
計
所

得
金
額
が
１
０
０
０
万
円
（
給
与
収
入
で
約

１
２
３
１
万
円
）
を
超
え
る
場
合
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

Ｂさんの所得額 Ａさんが受けることができる控除額
所得税 市県民税

配偶者
控除 380,000円まで 380,000円 330,000円

配偶者
特別
控除

380,001円～ 399,999円まで 380,000円 330,000円

400,000円～ 449,999円まで 360,000円 330,000円

450,000円～ 499,999円まで 310,000円

500,000円～ 549,999円まで 260,000円

550,000円～ 599,999円まで 210,000円

600,000円～ 649,999円まで 160,000円

650,000円～ 699,999円まで 110,000円

700,000円～ 749,999円まで 60,000円

750,000円～ 759,999円まで 30,000円

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社

会保険（保
険証）※の

扶養均等割 所得割 配偶者
控除

配偶者
特別控除

93万円以下

かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない 入られる

100万円以下

かかる
場合が
ある

103万円

かかる
場合が
ある

103万円超
130万円未満

かかる
場合が
ある

受けられ
ない

受けられ
る
※表２参照130万円以上

141万円未満
入られない

141万円以上 受けられ
ない

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、

配
偶
者
控
除
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
調
整
で
控
除
を
漏
ら
し
た
ら

確
定
申
告
で
精
算
で
き
ま
す

パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る

所
得
税
と
市
県
民
税

配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

パ
ー
ト
収
入
と
税
、
源
泉
徴
収
と
年
末
調
整
に
つ
い
て

税
に
つ
い
て
学
ぼ
う

※
１ 

源
泉
徴
収

勤
務
先
が
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、
所
得
税
額
を

そ
の
収
入
に
応
じ
て
計
算
し
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
、

国
に
納
め
る
こ
と
で
す
。

※
２ 

年
末
調
整

勤
務
先
が
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）の

最
後
に
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、１
年
間
の
収
入
額

な
ど
か
ら
計
算
し
た
所
得
税
額
と
、こ
れ
ま
で
源
泉

徴
収
し
た
所
得
税
額
を
比
べて
過
不
足
額
を
精
算
す

る
こ
と
で
す
。
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等
控
除
・

生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申
告
書
を
勤

務
先
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※社会保険（保険証）の扶養については一般的な例ですので、勤務先で確認をお願いします。

（表１）パート収入に関する所得税と市県民税 （表２）所得額と配偶者控除・配偶者特別控除



老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
額
が

「
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
」

「
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
」

で
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。

老
齢
ま
た
は
退
職
に
よ
る
年
金

は
、
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
年
金
の
支
払
者
で
あ
る

日
本
年
金
機
構
は
、
そ
の
支
払
い

の
際
に
所
得
税
を
源
泉
徴
収
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

源
泉
徴
収
時
に
各
種
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の

際
は
控
除
額
の
算
出
の
た
め
に
、

年
金
受
給
者
か
ら
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
す
べ
て

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の
添

付
が
必
要
で
す
。
平
成
22
年
中
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
は
、
次
の
と
お
り
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
11
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝
１
月

か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
人

▽
翌
年
２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
＝

10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
（
す
る
）
人

11月11日～17日は
「税を考える週間」

筑
後
地
区 

県
・
市
町
村
合
同
公
売
会

この機会に「税の意義や役割」について考えてみま
せんか？

平成 22 年度のテーマは、「ＩＴ化・国際化と税」です。
また、「国税電子申告・納税システム（ｅ―Ｔａｘ）の
周知および利用促進」に重点的に取り組みます。これ
らの情報については、税務署・各市役所の窓口に設置
しているパンフレットのほか、下記のホームページか
らもご覧になれます。
◦国税庁ホームページ　S http://www.nta.go.jp
◦ｅ-Ｔａｘホームページ　S http://www.e-tax.nta.go.jp

年末調整説明会
下記の日時に年末調整説明会を行います。

八
女
市
で
は
、
筑
後
地
区
市
町
村
お
よ
び
福
岡
県

と
合
同
で
、
市
（
町
村
）
税
・
県
税
の
滞
納
処
分
の

た
め
に
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。

◉
日
時
＝
11
月
９
日
㈫ 

10
時
入
札
開
始
（
９
時
開

場
）※
10
時
か
ら
開
始
し
、

１
日
に
複
数
回
実
施

◉
場
所
＝
福
岡
県
久
留

米
総
合
庁
舎
（
久
留
米

市
合
川
町
１
６
４
２
︲

１
）
２
階
大
会
議
室

◉
内
容
＝
県
税
事
務
所
や

そ
の
ほ
か
の
市
町
村
合
同

の
公
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

◉
出
品
物
＝
美
術
品
・
家
電
品
・
日
用
品
な
ど

◉
公
売
方
法
＝
入
札

◉
必
要
な
も
の
＝
買
い
取
り
代
金・身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
な
ど
）・
印
鑑
・
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

※
出
品
物
の
詳
し
い
内
容
は
、
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
県
政
情
報
→
税
金
・
公
売
情
報
→
公
売
・
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

shttp://w
w

w.pref.fukuoka.lg.jp/f04/chikugo-
goudou.htm

l

◉
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
納
税
課
徴
収
係

（
☎
２
３・２
６
６
６
）

地
方
税
収
対
策
本
部
筑
後
地
区
特
別
対
策
班

（
☎
０
９
４
２・３
０・１
０
２
７
）

国 民 年 金み な のん

11
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
て
、

年
金
に
関
す
る
書
類
が
届
き
ま
す

月に一度、年金事務所の職員が
個別に年金相談に応じます。お気
軽にご相談ください。
▶日時＝11月17日㈬、12月15日㈬
10時～ 12時、13時～ 15時
▶会場＝八女商工会議所
▶問い合わせ＝久留米年金事務所

（☎０９４２・３３・６２０６）

次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
に
関
す
る
書
類
が

届
き
ま
す
。
提
出
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

老
齢
厚
生
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

年
金
相
談
は
お
気
軽
に
！

国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
人

開催日 時　間 会　場

１１月１８日
（木） 13時30分～ 15時30分 八女文化会館

（ホール）

１１月２６日
（金） 13時30分～ 15時30分 サザンクス筑後

（小ホール）

昨年の公売会

税務署
からの

お知らせ

広報やめ　2010.11.15
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保育所名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間
11/8㈪ 11/9㈫ 11/10㈬ 11/11㈭ 11/12㈮

① 福島保育所※ 福島保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 9時～17時
② 三河保育所※ 三河保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 〃
③ 八幡保育所※ 八幡保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 〃
④ 長峰保育所※ 長峰保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 〃
⑤ 光友保育所※ 光友保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 〃
⑥ 北山保育所※ 北山保育所 ○ ○ ○ ○ ○ 〃
⑦ 八女中央保育園※ 八女中央保育園 ○ 9時～19時
⑧ 岡山保育所※ 岡山保育所 ○ 9時～19時
⑨ 上妻保育園※ 上妻保育園 ○ 9時～19時
⑩ 忠見保育園※ 忠見保育園 ○ 9時～19時
⑪ 川崎保育園※ 川崎保育園 ○ 9時～17時
⑫ 辺春保育園※ 辺春保育園 ○ 9時～17時
⑬ 保育所西光園 上陽支所 ○ 9時～17時

保育所名 受付会場
受　　　付　　　日

受付時間
11/15㈪ 11/16㈫ 11/17㈬ 11/18㈭ 11/19㈮

⑭ 本分保育園

黒木総合支所
第３会議室

○ ○ ○ 9時～19時
⑮ 黒木保育園 ○ ○ ○ 〃
⑯ 木屋保育所 ○ ○ ○ 〃
⑰ あゆみ保育園 ○ ○ ○ 〃
⑱ 笠原保育園 ○ ○ ○ 〃
⑲ 大渕保育園 ○ ○ ○ 〃
⑳ 矢部保育園 矢部支所 ○ ○ ○ ○ ○ 9時～17時
㉑ 星野保育所星光園 星野支所 ○ ○ ○ ○ ○ 9時～17時

八女市役所本庁　　子育て支援課保育所係（☎２３・１３５１）
立花支所　　　　　市民生活福祉課保健・福祉係（☎２３・４９３３）
黒木総合支所　　　保健福祉課福祉・子育て支援係（☎４２・１１１４）
星野支所　　　　　市民生活福祉課生活福祉係（☎５２・３１１３）
矢部支所　　　　　市民生活福祉課生活福祉係（☎４７・３１１１）

　

保
育
所
（
園
）
の
申
込
書
は
市
役
所

子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
、
各
保
育
所

（
園
）
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
在
園
児

も
新
入
園
児
も
、
第
１
希
望
の
保
育
所

（
園
）
の
受
付
会
場
へ
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
上
陽
、
黒
木
、
矢
部
、
星

野
の
保
育
所
（
園
）
は
、
各
支
所
で
受

付
を
行
い
ま
す
。

※
印
の
つ
い
た
１
番
か
ら
12
番
の
保
育

所
（
園
）
へ
初
め
て
申
し
込
み
さ
れ
る

場
合
は
お
子
様
の
面
接
を
行
い
ま
す
。

お
子
様
も
一
緒
に
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
受
付
に
は
申
込
書
と
印
鑑

が
必
要
で
す
。
そ
の
他
必
要
な
書
類
等

に
つ
い
て
は
、
受
付
時
ま
た
は
そ
れ
以

降
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
左
記
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い

人
は
、
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は

各
支
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保育所（園）
入所申し込み
について
来年４月１日からの保育所入所申し
込みを左記の日程で受け付けます。

問
い
合
わ
せ

　
八
女
市
と
し
て
初
め
て
の

成
人
式
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
八
女
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
対
象
者
に
は
、
11
月
下
旬

に
案
内
状
を
お
届
け
し
ま
す
。
も

し
案
内
状
が
届
か
な
い
場
合
は
、

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

10
時
30
分
～
（
受
付
10
時
～
）

◦
会
場
＝
八
女
市
総
合
体
育
館　

◦
対
象
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
～

平
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人住
民
登
録
が
な
い
人
は
申
請
を

　

住
民
登
録
が
な
く
て
も
、
現
在

八
女
市
に
住
ん
で
い
る
人
や
過
去

に
住
ん
で
い
た
人
で
成
人
式
に
参

加
し
た
い
人
は
、
12
月
３
日
㈮
ま

で
に
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

は
た
ち
の
主
張
募
集

　

新
成
人
か
ら
「
は
た
ち
の
主
張
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
２
千
字
以

内
に
ま
と
め
、
12
月
３
日
㈮
ま
で

に
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

へ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
優
秀
作

品
は
成
人
式
で
の
発
表
を
お
願
い

し
ま
す
。

成
人
式
司
会
者
募
集

　

新
成
人
か
ら
成
人
式
の
司
会
者

（
２
人
程
度
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

12
月
３
日
㈮
ま
で
に
男
女
共
同
参

画
・
生
涯
学
習
課
へ
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
８
）

八
女
市
成
人
式
は

１
月
９
日
㈰

「
は
た
ち
の
主
張
」「
式
典
司
会
者
」募
集

新
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１ 

本
校
の
概
要

　
上
陽
中
学
校
お
よ
び
北
川
内
小
学

校
は
、
社
会
の
変
化
、
家
庭
環
境
の
変

化
、
児
童
生
徒
の
育
ち
の
変
化
に
対
応

し
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
八
女
市

教
育
委
員
会
の
指
導
・
助
言
の
も
と
、

「
礼
節
・
こ
と
ば
科
」
の
創
設
、
お
よ
び

小
・
中
学
校
教
師
に
よ
る
「
一
部
教
科

担
任
制
」
の
授
業
実
施
を
含
め
、
平
成

20
年
度
に
小
中
一
貫
教
育
を
試
行
、
平

成
21
度
に
小
中
一
貫
教
育
校
上
陽
北
汭

学
園
と
し
て
開
校
（
文
部
科
学
省
教

育
課
程
特
例
校
の
指
定
）
し
ま
し
た
。

２ 

学
校
教
育
目
標

　
社
会
的
素
養
の
基
礎
を
身
に
つ
け

た
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
の

育
成

３ 

小
中
一
貫
教
育
が
め
ざ
す
生
徒
像

♠
知
識
、
見
方
、
考
え
方
を
ひ
ろ
げ
、

学
び
続
け
る
児
童
生
徒
（
学
ぶ
意
欲
）

♠
自
他
を
尊
重
し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
行
動
す
る
な

ど
、
よ
り
よ
い
関
係
を
創
り
続
け
る
児

童
生
徒
（
規
範
意
識
）

♠
幅
広
い
視
野
を
持
ち
、
自
信
を
持
って

夢
や
希
望
に
向
かって
努
力
し
、
自
分
を

高
め
続
け
る
児
童
生
徒（
自
尊
感
情
）

♠
規
則
正
し
い
生
活
等
の
基
本
的
生
活

習
慣
を
身
につ
け
、
困
難
な
こ
と
に
も
忍

耐
強
く
挑
戦
す
る
児
童
生
徒（
体
力
等
）

４ 
小
中
一
貫
教
育
の
特
色
あ
る
教
育

①
義
務
教
育

♠
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
前
期
（
１
～
４
年
）、

中
期
（
５
～
７
年
）、
後
期
（
８・９
年
）

の
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
よ
る
教
育
活
動
。

②
「
礼
節
・
こ
と
ば
科
」
の
創
設

♠
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
年
間
20

時
間
～
40
時
間
指
導

③
「
一
部
教
科
担
任
制
」
の
実
施

♠
教
科
担
任
制
…
年
間
を
通
じ
て
小
・

中
学
校
教
師
が
教
科
担
任
と
し
て
指

導
（
５
・
６
年
生
算
数
・
８
年
生
社
会

科
お
よ
び
３
年
生
以
上
の
音
楽
）

♠
双
方
向
指
導
…
教
科
の
一
部
単
元
、

領
域
を
中
学
校
ま
た
は
小
学
校
教
師

が
指
導

④
そ
の
他
の
教
育
活
動

♠
中
期
制
（
５
・
６
年
生
）
か
ら
定

期
テ
ス
ト
を
実
施
（
国
語
・
算
数
）

♠
進
路
指
導
の
充
実
と
し
て
、
職
場

体
験
・
高
校
説
明
会
の
早
期
実
施

♠
漢
字
検
定
・
英
語
検
定
等
資
格
取

得
の
奨
励

上じ
ょ
う
よ
う陽
北ほ

く
ぜ
い汭
学
園

学
校
訪
問
⑤

《
小
学
部
》
八
女
市
上
陽
町
北
川
内
５
０
８
番
地
１
（
☎
５
４・２
０
２
２
）

　
　
　
　

校
長
＝
枦は

ぜ
や
ま山
俊と

し
ろ
う朗
／
職
員
数
21
人
／
学
級
数
６
ク
ラ
ス
／
児
童
数
１
４
９
人

《
中
学
部
》
八
女
市
上
陽
町
北
川
内
９
１
０
番
地
（
☎
５
４・２
０
３
０
）

　
　
　
　

校
長
＝
松ま

つ

野の

昭あ
き

人と

／
職
員
数
22
人
／
学
級
数
４
ク
ラ
ス
／
生
徒
数
83
人

来
年
度
の
小
・
中
学
校
通

学
区
域
制
度
の
弾
力
的

運
用
（
一
部
学
校
選
択
制
）
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
対
象
＝
平
成
23
年
度
八
女
市

立
小
・
中
学
校
入
学
予
定
者
で
、

住
所
地
を
通
学
区
域
と
す
る
学

校
（
指
定
校
）
以
外
の
学
校
を

希
望
す
る
児
童
・
生
徒

⃝
期
間
＝
11
月
８
日
㈪
～
11
月

19
日
㈮
の
平
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分

※
水
曜
は
19
時
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

⃝
申
請
場
所
＝
学
校
教
育
課

（
市
役
所
３
階
）
※
申
請
手
続

き
は
保
護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

　
月
５
日
の
「
八
女
市
教
育
の

日
」
に
ち
な
み
、
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
６
日
㈯
13
時
～

⃝
会
場
＝
福
島
小
学
校
体
育
館

⃝
内
容
＝
《
第
１
部
・
13
時
～
》

▽
開
会
行
事
▽
教
育
講
演
会
⃝
講

師
・
竹
島
由
美
子
さ
ん
（
西
日
本

短
期
大
学
附
属
高
校
）
⃝
演
題
「
同

世
代
が
影
響
し
合
う
と
き
～
言
葉

の
力
に
支
え
ら
れ
て
～
」

《
第
２
部
・
14
時
25
分
～
》

▽
文
化
発
表
会
「
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
文
化
」
⃝
人
形
浄
瑠
璃
（
笠
原

小
学
校
）
⃝
も
み
じ
太
鼓
（
白
木
地

区
）
⃝
合
唱
（
矢
部
中
学
校
、
白

百
合
幼
稚
園
）
⃝
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演

奏
（
南
中
学
校
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課

（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

１１月９日㈫から１５日㈪までの７日間、秋季全国
火災予防運動が実施されます。この運動は、火
災が発生しやすい時期を迎えるに当たり防火意
識を高め、火災による死傷者や財産の損失を防
ぐことを目的として、毎年「119 番の日」である
11月9日から１週間の日程で実施されています。
住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

【３つの習慣】
❖寝たばこは、絶対しない。
❖ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する。
❖ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

【４つの対策】
❖逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
❖寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
❖火災を小さいうちに消すために、住宅用消火
器等を設置する。
❖お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

八女市教育の日
一部学校選択制の
申請を受け付けます

こんなシステムになります
校種 小学校 中学校
学年 1年（小1）2年（小2）3年（小3）4年（小4）5年（小5）6年（小6）7年（中1）8年（中2）9年（中3）

期
前　期 中　期 後　期

　小学校文化（学級担任制）　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校文化（教科担任制）

生活や学習の基盤の習得段階 小中の接続の強化段階 一貫教育の充実段階

11
平成 22年秋季全国火災予防運動
八女消防本部（☎２４・０１１９）

小
中一貫

教
育
校
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　一、い
り
こ
、
じゃがい
も

　
　
夏な

つ
豆ま

め
　
か
ぼ
ちゃ

　
　
鼻は

な
を
く
す
ぐ
る
味
噌
の
香
は

　
　
幼い
頃
の
　
夢
の
味

　
　
　
幼い
頃
の
　
夢
の
味

二
、
く
ど
で
　
ま
き
く
べ

　
　
火ひ

吹ふ
き

竹だ
け

吹ふ
いて

　
　
作って
く
れ
た
　
だ
ご
汁
は

　
　
今
は
なつか
し
　
母
の
味

　
　
　
今
は
なつか
し
　
母
の
味

　
　
三
、
山
も
暮
れ
ゆ
く

　
　
雨あ

ま
戸ど

も
閉し

め
た

　
　
だ
ご
汁
す
すって
四よ

も
や
ま
ば
な
し

方
山
話
　

　
　
　
忘
れ
は
し
ない
　
故く

に郷
の
味

　
　
　
忘
れ
は
し
ない
　
故
郷
の
味

                

　
　   (

四
番
略
）

　
「
だ
ご
汁
の
歌
」の
歌
詞
を
読
む
と
、

思
わ
ず
幼
い
頃
に
お
ふ
く
ろ
が
炊た

い
て

く
れ
た
「
だ
ご
汁
」
を
お
腹な
か
いっ
ぱ
い

食た

べ
た
頃
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

素
朴
で
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ

の
「
だ
ご
汁
の
歌
」
は
、
八
女
で
生
ま

れ
た
歌
で
す
。
作
詞
は
無
名
作
家
だっ

た
八
女
市
在
住
の
今
村
圀く
に

彦ひ
こ

さ
ん（
故

人
・
郷
土
誌
飛
形
の
主
宰
者
）で
し
た
。

作
曲
は
有
名
な
團だ
ん

伊い

玖く

磨ま

さ
ん
（
故

人
）
で
す
。お
二
人
のコンビ
で
郷
土
色

豊
か
な
「
だ
ご
汁
の
歌
」
が
ど
う
し
て

誕
生
し
た
の
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。そ
こ
で
、「だ
ご
汁
の
歌
」

の
生
い
立
ち
を
お
話
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

30
年
ば
か
り
前
の
こ
と
で
す
。
八
女

市
に
「
だ
ご
汁
会
」
と
い
う
有
志
の
集

ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
月
の
会
合
で

「
だ
ご
汁
」
を
食
べて一杯
傾
け
て
は
四

方
山
談
義
の
親
睦
会
だっ
た
の
で
す
。

　
こ
の
会
の
世
話
役
だ
っ
た
今
村
さ
ん

が
、
親
し
い
集
ま
り
に
一い
っ
き
ょ
う
興
を
添
え
よ

う
と
「
だ
ご
汁
会
の
歌
」
を
作
詞
し

た
の
で
す
。
会
員
だ
っ
た
私
に
、
早
速

作
曲
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
詞

を
読
ん
で
み
ま
す
と
、
素
晴
ら
し
い
歌

が
で
き
て
い
る
で
は
な
い
で
す
か
。
こ
れ

は
私
な
ん
か
の
作
曲
で
は
な
く
て
、一

流
の
作
曲
家
に
頼
ん
で
は
ど
う
だ
ろ

う
か
と
思
い
つ
き
、
私
の
親
し
か
っ
た

作
曲
家
の
團
伊
玖
磨
さ
ん
に
頼
ん
で

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

今
村
さ
ん
に
伝
え
る
と
、
今
村
さ
ん
は

驚
い
て
「
有
名
な
作
曲
家
團
伊
玖
磨

先
生
が
私
の
よ
う
な
無
名
人
の
作
詞

を
作
曲
さ
れ
ま
す
か
」
と
、
信
用
さ

れ
な
い
の
で
す
。「
話
を
し
て
み
な
け
れ

ば
作
曲
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
分
り

ま
せ
ん
」
と
、
私
は
團
さ
ん
を
信
じ
て

頼
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
幸
い
團
さ
ん

が
公
演
で
久
留
米
市
を
訪
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
早
速
依
頼
し
た
の
で
す
。

　

團
さ
ん
は
歌
詞
を
読
ん
で
「
こ
れ

は
素
晴
ら
し
い
詞
で
は
な
い
で
す
か
。

私
が
作
曲
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と

言
っ
て
、
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

今
村
さ
ん
は
半
信
半
疑
だっ
た
よ
う
で

す
が
、團
さ
ん
が
作
曲
さ
れ
る
と
聞
き
、

大
変
な
驚
き
で
し
た
。

　

約
一
か
月
ば
か
り
過
ぎ

た
こ
ろ
に
「
だ
ご
汁
の
歌
」

は
で
き
上
が
り
送って
き
ま

し
た
。ピ
アノ
譜
に
仕
上
げ

ら
れ
た
楽
譜
に
は
團
さ
ん

の
曲
に
し
て
は
珍
し
く
、「民

謡
調
で
唱う
た
い
な
さ
い
」
と

添
え
書
き
を
さ
れ
て
い
ま

す
。早
速
歌
唱
指
導
を
や

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
幸

い
知
人
の
古
賀
美
代
子
さ
ん（
武
蔵
野

音
大
声
学
科
卒
）に
お
願
い
し
て
、会
員

の
皆
さ
ん
方
に
指
導
を
行
い
上
手
に
唱

え
る
よ
う
に
なっ
た
と
こ
ろ
で
、
初
め
て

今
村
圀
彦
作
詞
・
團
伊
玖
磨
作
曲
「
だ

ご
汁
の
歌
」がお
目
見
え
し
た
わ
け
で
す
。

　

素
晴
ら
し
い
歌
が
で
き
ま
し
た
。
今

村
さ
ん
を
初
め
会
員
の
皆
さ
ん
た
ち

か
ら
、「
吉
村
さ
ん
は
團
先
生
と
親
し

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、一体
ど
う
い
う
わ

け
で
す
か
」
と
質
問
攻
め
に
あ
い
、
と

う
と
う
恥
ず
か
し
い
身
の
上
話
の
余

談
を
語
り
ま
し
た
。

　

余
談
と
は
…
…
戦
争
た
け
な
わ
の

昭
和
19
年
に
上
野
の
東
京
音
楽
学
校

（
現
・
東
京
藝
大
）
の
学
生
15
人
が

陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
生
徒
と
し
て
入

校
し
ま
し
た
。
特
訓
教
育
を
受
け
卒

業
後
、
軍
楽
隊
員
と
し
て
軍
楽
上
等

兵
を
命
ぜ
ら
れ
、
勤
務
に
つ
い
た
の
で

す
。
当
時
下
士
官
で
あ
っ
た
私
は
、
彼

た
ち
の
班
長
と
し
て
同
じ
釜
の
飯
を

食
い
、
東
京
大
空
襲
に
遭
遇
し
て
生

死
を
共
に
し
た
仲
間
に
、
團
伊
玖
磨
、

芥あ
く
た

川が
わ

也や

寸す

志し

と
い
う
戦
後
に
有
名

音
楽
家
に
な
っ
た
人
た
ち
が
い
た
の
で

す
。
ど
う
し
た
こ
と
か
團
上
等
兵
の
面

倒
を
み
て
い
る
う
ち
に
親
し
い
先
輩
後

輩
の
仲
と
な
り
、
戦
後
に
な
って
も
そ

の
友
愛
が
続
き
今
日
に
至っ
た
の
で
す
。

　

團
さ
ん
は
音
楽
家
と
し
て
芸
術
院

会
員
と
な
り
、
音
楽
界
の
重
鎮
と
なっ

た
の
で
す
が
、田
舎
者
の
私
に
は
心
安
く

「
吉
村
班
長
お
元
気
で
す
か
」
と
、
わ

ざ
わ
ざ
黒
木
ま
で
訪
れ
る
と
い
う
本
当

に
友
情
の
厚
い
間
柄
と
な
っ
た
の
で
す
。

團
さ
ん
は
私
に
「
何
か
私
に
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
し
ま
す
。
遠
慮
な

く
命
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
う
れ
し
いこ
と

を
言って
く
れ
ま
し
た
の
で
、「
だ
ご
汁
の

歌
」
を
頼
ん
だ
の
で
す
。
團
さ
ん
と
私

の
友
情
関
係
は
お
分
か
り
に
なった
と
思

い
ま
す
。いつ
も
福
岡
や
久
留
米
に
公
演

に
見
え
る
た
び
に
、
寸
暇
を
利
用
し
て

黒
木
に
見
え
た
の
で
す
。
だ
ご
汁
が
何

よ
り
も
好
物
だった
の
で
、そ
の
都
度
だ

ご
汁
で
お
も
て
な
し
を
し
てい
ま
し
た
。

　

團
さ
ん
は
特
に
だ
ご
汁
に
ガニ
漬
を

つ
け
て
召
し
上
が
る
の
が
大
好
き
で
、

八
女
の
ガニ
漬
が
大
好
物
と
な
り
ま
し

た
。
み
や
げ
に
差
し
上
げ
た
の
が
病
み

つ
き
、いつ
も
ガニ
漬
が
な
く
て
は
な
ら

な
かっ
た
よ
う
で
す
。
特
に
作
曲
の
仕

事
を
す
る
時
に
は
、
ガニ
漬
を
ち
ょっ
ぴ

り
口
に
す
る
と
名
曲
が
浮
か
ぶ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
團
さ
ん
の
名
曲
は
、
八

女
の
ガ
ニ
漬
が
生
ん
で
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
ガニ
漬
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
班
長
殿
頼
み
ま
す
よ
」
と
、
至

急
の
電
話
が
よ
く
か
かっ
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、「
だ
ご
汁
の
歌
」
は
会
員
さ
ん

の
み
な
ら
ず
、
小
学
校
の
生
徒
さ
ん
た

ち
も
練
習
曲
と
し
て
歌
わ
れ
て
、当
時

の
テレビ
で
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
評
判
で

し
た
。「
だ
ご
汁
の
歌
」
の
作
曲
が
縁

と
な
っ
て
、
團
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
曲

が
ま
た
八
女
に
次
々
と
生
ま
れ
た
の
で

す
。
次
回
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
学
び
の
館　

吉
村　

誠
）

私
が
作
曲
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

團
さ
ん
と
の
出
会
い

名
曲
は
ガニ
漬
が
生
ん
だ

※「寸寸語」とは徳田秋声の随筆より拝借。「ちょっといい話」という意味です。題字・吉村誠さん やめすんずんご④

團  伊玖磨さん

だ
ご
汁
の
歌
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102

23 5
30

◦
期
日
＝
平
成
23
年
１
月
30
日
㈰

◦
申
し
込
み
締
切
＝
12
月
19
日
㈰

17
時
ま
で
に
八
女
市
総
合
体
育
館
へ

※
郵
送
の
場
合
は
12
月
19
日
消
印
有
効

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
受
付
＝
８
時
20
分
～
８
時
50
分

◦
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
＝
南
中
学
校

◦
種
目
＝《
１・５
㎞
》フ
ァ
ミ
リ
ー（
年

長
～
3
年
生
以
下
と
、
そ
の
保
護
者
）

《
２
㎞
》
小
学
生
（
４
年
生
以
上
女
子
・

男
子
）、
一
般
女
子･

男
子

《
５
㎞
》
一
般
女
子･

男
子
、
マ
ス
タ
ー

ズ
女
子
・
男
子
（
50
歳
以
上
） 

《
10
㎞
》
一
般
女
子･

男
子

※
年
齢
は
平
成
23
年
１
月
30
日
現
在

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

やめ・茶の香マラソン大会 参加者募集中！！

八
女
地
方
の

　

食
文
化
を
訪
ね
る

102

◦
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
教
育
及
び
少
子
化
対
策
事
業

有
限
会
社
　
龍
ク
リ
ー
ニ
ン
グ（
大
牟
田
市
）

◦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
特
定
の
事
業

匿
名
１
件

※
９
月
末
現
在
累
計
額
＝
８
２
３
万
３
１
０
４
円

◦
市
内
小
中
学
校
お
よ
び
市
立
図
書
館
へ

㈱
オ
ー
レ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社
長・
今
村
健
二（
広

川
町
）
＝
書
籍「
現
代
の
偉
人
伝
」
な
ど
１
０
６
冊

◦
木
屋
小
学
校
へ

木
屋
地
区
区
長
会
長
・
緒
方
静
磨
、
木
屋
小

父
母
教
師
会
長
・
仁
田
原
修
治
＝
校
旗
１
本

◦
黒
木
西
小
学
校
へ

黒
木
西
小
学
校
資
源
回
収
＝
図
書
91
冊

ふ
る
さ
と
支
援
寄
附
の
お
礼（
敬
称
略
）

寄
附
の
お
礼
（
敬
称
略
）

　「
向
井
去
来
、
野
田
成
亮
顕
彰
碑
」
の
建
立
を

記
念
し
た
句
会
「
人
形
原
句
碑
記
念
句
会
」
が
９

月
19
日
㈰
、岩
戸
山
古
墳
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
入
選
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

特
　
選

虫
し
ぐ
れ
古
代
住
居
を
震
は
せ
り　

  

堤　

多
鶴
子

神
の
田
に
稗
高
々
と
稔
り
け
り　

     

大
坪　

栄
子

眼
光
の
闘
志
満
々
い
ぼ
む
し
り 

　

    

堤　

多
鶴
子

　

佳
　
作

人
形
原
一
歩
に
露
の
し
と
ど
か
な      

井
上
ト
シ
子

童
顔
の
石
人
並
ぶ
天
高
し  　
　
　

山
口　

弘
子

石
人
の
笑
み
も
溢
れ
て
爽
や
か
に　
　

堤　

多
鶴
子

遊
ぼ
う
と
石
人
に
群
る
あ
き
あ
か
ね　

松
尾　

貞
義

あ
き
つ
シ
ョ
ー
古
墳
の
虚
空
ほ
し
い
ま
ま　

 

手
島　

景
子

　
完
成
が
待
ち
望
ま
れ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工
事
進

捗
状
況
を
10
月
14
日
㈭
、三
田
村
市
長
が
視
察
し
ま
し
た
。

現
在
は
躯
体
工
事
中
で
、
１
階
と
２
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

流
し
込
み
工
事
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
11
月
末
に
は
上
棟
、
来

年
３
月
末
に
は
引
き
渡
し
の
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
設
現
場
で
は
１
日
に
70
人
か
ら
１
０
０
人
の
職
人
の

皆
さ
ん
が
働
い
て
い
ま
す
。
南
側
の
道
路
を
頻
繁
に
通
行

止
め
に
し
て
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
が
、
安
全
を
最
優
先
に

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◦
男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

進
捗
状
況
を
市
長
が
視
察

完成が
待ち遠
しい！

人
形
原
句
碑
記
念
句
会
入
選
作
品
紹
介

11月の横町町家
交流館の催し

　
八
女
地
方
は
、
古
来
よ
り
温
暖
な
気
候

と
矢
部
川
の
恵
み
に
よ
り
、
豊
か
な
食
材

と
食
文
化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
も
、
八
女
地
方
で
は
様
々
な
地
区
で
、

多
彩
な
郷
土
料
理
が
受
け
継
が
れ
、
ま
た
、

新
た
な
料
理
も
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　″
食
の
安
全
〟
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
日
、

八
女
の
各
地
域
で
「
作
っ
た
人
の
顔
が
見
え

る
料
理
」
を
手
が
け
る
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

⃝
期
間
＝
11
月
２
日
㈫
～
11
月
28
日
㈰

⃝
会
場
＝
横
町
町
家
交
流
館（
本
町
94
番
地
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
３・４
３
１
１
）

第 30 回

参加無料
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ま
す
。
ご
指
摘
の
と
お
り
合
併
浄
化
槽
は
、
年

間
の
維
持
管
理
委
託
料
を
個
人
で
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
公
共
下
水
道
で
す

が
、
こ
ち
ら
も
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
や
下

水
道
管
の
清
掃
等
に
あ
て
る
費
用
と
し
て
、
下

水
道
使
用
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。
金

額
は
、汚
水
排
出
量
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

４
人
世
帯
の
平
均
で
１
月
当
た
り
約
４
５
０
０

円
、
年
間
で
５
万
４
千
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
も
全
額
を
公
費
で

賄
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
未
整
備
区
域
に
お
住
ま

い
の
人
と
の
公
平
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
整
備
さ
れ
た
区
域
内
に
土
地
・
建
物
を
お

持
ち
の
人
に
は
、
使
用
料
と
は
別
に
下
水
道
整

備
費
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域

内
の
人
だ
け
が
個
人
負
担
も
な
く
優
遇
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
上
下
水
道
局
）

　
八
女
市
は
八
女
市
に
し
か
な
い
い
い
所
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
他
市
の
い
い
所
を

取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
土
地
や
財
政
面
で
ほ
か
の
地
域
と
異
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
八
女
市
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
八
女
だ
け
の
特
色
を
前
面
に
押
し
出
し
て

い
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、茶
業・

農
業
・
伝
統
工
芸
等
に
就
業
し
て
い
る
人
た
ち

を
奨
励
し
た
り
、
そ
れ
を
市
民
に
推
進
し
て
い

く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
八
女
が
い
つ
ま
で
も

に
ぎ
や
か
な
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
14
歳
・
匿
名
）

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

　
下
水
道
が
通
っ
て
い
な
い
地
域
で
水
洗
に
し

た
場
合
、
浄
化
槽
の
負
担
は
半
額
ぐ
ら
い
あ

り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
１
年
に
７
～

８
万
円
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。
下
水
道
が

通
っ
て
い
れ
ば
こ
ん
な
自
己
負
担
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
同
じ
市
な
の
に
不
公
平
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
　
　（
匿
名
）

　
環
境
保
全
の
た
め
の
生
活
排
水
の
処
理
は
、

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
下
水
道
で
、

そ
う
で
な
い
区
域
で
は
合
併
浄
化
槽
に
よ
っ
て

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
善
の
方
法
と
い
え

下
水
道
と
合
併
浄
化
槽
に
つ
い
て

八
女
の
特
色
を
前
面
に
押
し
出
し
た

ま
ち
づ
く
り
を

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な
ど
、

あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
は
が
き

や
フ
ァ
ク
ス
な
ど
を
利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
市
長
へ
の
は
が
き
」
は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
的
な
ご
意

見
や
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど

か
ら
直
接
ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住

所・
氏
名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
無
責
任
な
誹
謗・
中
傷
と
思
わ
れ
る
意
見

書・
提
案
書
に
つ
い
て
は
対
応
し
か
ね
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、
あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理
し
、

市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る

時
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
る
意

見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

　
こ
れ
か
ら
の
八
女
市
を
牽
引
し
て
い
た
だ
く

若
い
人
か
ら
の
ご
意
見
を
、
大
変
う
れ
し
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
市
町
村
合
併
で
新
八
女
市

が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
旧
町
村
の
こ
れ
ま
で
の

歩
み
や
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は

新
八
女
市
と
し
て
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
、
ご
意
見
の
と
お
り
八
女
の
特
色
を
前
面

に
押
し
出
し
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
八
女
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
、
と
り
わ
け
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
お
茶
、
そ
し

て
生
活
の
営
み
の
中
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
統
工
芸
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
意
見
の

と
お
り
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
政
に
関
心
を
持
ち
続
け
て

い
た
だ
き
、
若
い
感
性
で
市
に
対
す
る
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
公
室
）

9 月 25日山内天満宮
祭にて

田島あさ子さん（山内
）

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.11）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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移
動
図
書
館
「
走
る
！
夢
の

ぶ
っ
く
ら
ん
ど
号
」
は
、
約
千

冊
の
一
般
書
・
児
童
書
・
絵
本
・

実
用
書
な
ど
を
積
み
、
毎
月
１

回
「
星
の
ふ
る
さ
と
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
の
っ
て
巡
回
し
て
い
ま

す
。現
在
巡
回
し
て
い
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
星
野
村
内
の
保
育

園
、
小
中
学
校
、
星
の
自
然
の

家
な
ど
の
教
育
施
設
や
老
人
保

健
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館
な

ど
42
か
所
。

　「
走
る
！
夢
の
ぶ
っ
く
ら
ん
ど

号
」
は
、
星
野
の
風
景
と
夢
と

移
動
図
書
館
を
待
っ
て
く
だ
さ

る
人
た
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
親

し
み
の
あ
る
愛
称
と
デ
ザ
イ
ン

で
す
。
お
陰
様
で
小
さ
な
お
子

さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
巡

回
の
時
間
に
な
る
と
青
い
図
書

バ
ッ
ク
を
持
っ
て
待
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
本
と
情
報
の
出

会
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
ふ
れ

あ
い
の
場
と
し
て
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。※
巡
回
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
八
女
市
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

11月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
　※本館の開館時間＝平　日10 時～ 20 時
　                         土日祝 10 時～18 時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝ 9 時～17 時 30 分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3112

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　
家
業
で
あ
る
星
野
製
茶
園
に
就
職
し

て
７
年
目
。
お
茶
の
鑑
定
技
術
を
競
う

第
57
回
全
国
茶
審
査
技
術
大
会
（
９

月
11
日
静
岡
県
で
開
催
）
個
人
の
部

で
、
満
点
を
取
り
優
勝
し
た
真
也
さ
ん
。

農
林
水
産
大
臣
賞
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。
出
場
者
８
人
の
合
計
点
で
決
ま
る

団
体
の
部
で
も
、
福
岡
県
茶
業
青
年
団

チ
ー
ム
を
３
位
入
賞
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
全
国
茶
業
連
合
青
年

団
主
催
で
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
茶

葉
の
品
種
鑑
定
、
収
穫
時
期
判
断
、

飲
ん
で
産
地
を
指
定
す
る
問
題
な
ど
４

部
門
40
点
満
点
で
競
い
合
い
ま
す
。

「
審
査
の
前
に
茶
葉
の
下
見
が
あ
り
、

そ
の
時
に
香
り
で
特
徴
を
つ
か
み
ま

す
。
私
は
趣
味
で
ギ
タ
ー
を
弾
い
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
香
り
を
音
の
波
長
の

よ
う
に
捉
え
て
判
別
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
最

後
ま
で
集
中
で
き
た
こ
と
が
満
点
に
つ

な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
県
茶
業
青
年
団
は
主
に
八
女
地
域
の
茶

商
27
人
で
構
成
し
、
八
女
茶
普
及
促
進

の
た
め
の
イ
ベン
ト
や
、
技
術
研
修
な
ど
を

行
って
い
ま
す
。「
先
輩
た
ち
か
ら
い
ろ
ん
な

こ
と
を
学
び
、
今
の
結
果
が
あ
る
」
と
真

也
さ
ん
。
茶
審
査
技
術
で
も
今
年
、
最
高

10
段
に
次
ぐ
９
段
ま
で
登
り
つ
め
ま
し
た
。

「
八
女
は
気
温
・
土
壌
・
地
形
と
、
お

茶
栽
培
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
地

域
。
生
産
者
も
茶
業
者
も
熱
心
で
、
産

地
と
し
て
は
日
本
一
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
う
。
審
査
技
術
大
会
で
い
い
結
果
を

出
せ
れ
ば
、
八
女
茶
の
知
名
度
も
上
が

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
来
年
は
ぜ
ひ

団
体
で
優
勝
し
た
い
で
す
ね
。
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
、
八
女
茶
の
良
さ
を
も
っ

と
全
国
へ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」

星
野
製
茶
園  　

山
口 
真し

ん

也や

さ
ん
（
星
野
村
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜および祝・休日、最終金曜日
1㈪、3㈷、8㈪、15㈪、22㈪、23㈷、26㈮★29㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈪ 26㈮★29㈪  
★は館内整理日のため休館図書館の休館日

11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

「八女茶は、平坦部、山間部ともそれぞれ素
晴らしい特徴を持っています。その特徴をしっ
かりとつかみうまくブレンドすることで、飲み
飽きないバランスの取れたお茶になります」

満点で茶審査技術

絵本や紙芝居など親子で
お楽しみください。
♥本館　

〈日時〉6日、13日、20日、
27日
※いずれも土曜日14 時～

〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　

〈日時〉13日㈯11時～
〈場所〉おはなしコーナー

11月のよみきかせ

11月のあかちゃんよみきかせ
0 歳～2 歳児対象によみき
かせやわらべうたなど。
♥本館　

〈日時〉17 日㈬ 11時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　

〈日時〉25 日㈭ 11時～
〈場所〉おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》
※火曜および祝・休日、最終金曜日
2 ㈫、3 ㈷、9 ㈫、16 ㈫、23 ㈷、26 ㈮★30 ㈫

Ｔ
‐１
（
テ
ィ
ー
ワ
ン
）
グ
ラ
ン
プ
リ

県
茶
業
青
年
団
で
は
九
州
お
茶
ま
つ
り
福

岡
大
会
会
場
で
日
本
茶
普
及
イ
ベ
ン
ト「
Ｔ

‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
す
。
◦
日

に
ち
＝
11
月
7
日
㈰
◦
場
所
＝
サ
ザ
ン
ク

ス
筑
後
◦
内
容
＝
お
茶
の
筆
記
ク
イ
ズ
、
お

茶
鑑
定
、
い
れ
方
コ
ン
テ
ス
ト
◦
対
象
＝
小

４
～
小
６
◦
問
い
合
わ
せ
＝
事
務
局
野
中

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
２
２
５
・
０
７
８
７
）

星 野
移 動
図書館

　日本一に輝く

23

《本館の11月のテーマ図書》

◦一般＝秋を味わう
◦児童＝おいしいお話

読
書
週
間
（
10
月
27
日
～
11
月
９
日
）

本
館
で
は
「
10
月
30
日
㈯
～
11
月
12
日
㈮
」
に

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

図
書
館
ま
つ
り　
11
月
14
日
㈰
ふ
じ
の
里（
黒
木
町
）

※
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
園
児
に
よ
る
演
奏
、
び
っ
く
り

手
品
な
ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

千
冊
の
本
を

載
せ
て
♪
利

用
者
の
皆
さ

ん
の
も
と
へ



　2010.11.1　広報やめ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
９

月
21
日
㈫
～
30
日
㈭
）
に
合
わ
せ

て
21
日
㈫
、
八
女
交
通
安
全
協
会

星
野
支
部
主
催
に
よ
る
交
通
安
全

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
交
通
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
八
女

警
察
署
の
協
力
の
も
と
、
マ
イ
カ
ー

や
バ
イ
ク
で
通
勤
通
学
中
の
人
々

に
交
通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
布
し
、
安
全
運
転
と
飲
酒
運
転

の
撲
滅
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

祈
願
祭
で
は
、
星
野
支
部
の
藤
﨑

支
部
長
と
八
女
警
察
署
の
宮
島
署

長
が
「
福
岡
県
か
ら
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
、
安
全
で
住
み
よ
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
交
通

安
全
運
動
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

八
女
市
消
防
団
・
八
女
市
立
花

消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

10
月
３
日
㈰
、
上
妻
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
併
に

よ
り
八
女
市
立
花
消
防
団
の
３
分

団
が
大
会
に
加
わ
り
、
13
分
団
が

出
場
。
大
会
の
規
模
の
み
な
ら
ず

技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
が
う
か
が
え
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
激
し
い
雨
が
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
た
た
き
つ
け
る
あ
い
に
く

の
天
気
。
悪
条
件
の
中
で
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
発
揮

で
き
る
限
り
の
操
法
を
披
露
し
、
会

場
か
ら
は
披
露
の
た
び
に
大
き
な
拍

手
が
選
手
ら
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

北
山
保
育
所
の
園
児
と
北
山
老

人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
で
９
月
18
日

㈯
に
大
根
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。

鵜
木
聖
文
北
山
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
が
「
今
年
も
み
ん
な
で
た
く
わ

ん
を
作
っ
て
遠
足
に
行
こ
う
ね
」

と
あ
い
さ
つ
。
一
緒
に
種
を
ま
い

た
園
児
た
ち
は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
皆
さ
ん
と
過
ご

し
た
一
日
に
感
謝
。「
顔
を
覚
え
て

く
れ
て
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
」

と
話
す
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
高
齢
者

が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

責
任
と
喜
び
を
感
じ
、
子
ど
も
た

ち
は
野
菜
を
作
る
喜
び
と
高
齢
者

に
対
す
る
感
謝
と
い
た
わ
り
を
持

つ
、
そ
ん
な
地
域
づ
く
り
が
で
き

た
ら
と
感
じ
る
ひ
と
と
き
で
し
た
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

力
を
合
わ
せ
て

大
根
作
り

雨
降
り
し
き
る
中
、記
憶
に
残
る
大
会
に

八
女
市
消
防
団
・
八
女
市
立
花
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

青
少
年
育
成
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る

悪条件の中、奮闘する選手

ドライバーに啓発チラシなどを配布しました賞状を手にする山口さん（左）と熊谷さん（右）

一緒に大根の種をまきました

寄付ありがとうございました

（上・右）
八女市女性
消防団員に
よる軽可搬
ポンプ操法
も初披露さ
れました

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
火
防
災
を
中
心

に
、
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
地
域

を
目
指
し
活
動
し
て
い
る
昇
盛
会
（
谷
山

盛
男
最
高
顧
問
ほ
か
32
人
・
地
域
応
援
団

体
）
か
ら
、
矢
部
地
区
青
少
年
育
成
会
を

通
じ
て
、
矢
部
地
域
内
青
少
年
育
成
団
体

に
対
し
総
額
５
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。矢
部
地
区
青
少
年
育
成
会
で
は
、

青
少
年
主
張
大
会
や
各
種
青
少
年
育
成

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
寄
付

金
を
有
効
に
活
用
し
、
青
少
年
育
成
に
な

お
精
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
会
結
果

優
勝　
八
女
市
消
防
団
第
８
分
団
（
岡

山
）　

準
優
勝　

八
女
市
消
防
団
第
５

分
団
（
八
幡
）　

３
位　

八
女
市
消
防

団
第
６
分
団
（
忠
見
）

個
人
賞

指
揮
者　

平
田
雅
親
（
八
女
市
消
防

団
第
５
分
団
）

１
番
員　

室
園
慎
也
（
八
女
市
消
防

団
第
８
分
団
）

２
番
員　

上
村
和
正
（
八
女
市
消
防
団

第
６
分
団
）

３
番
員　

下
川
恭
史
（
八
女
市
立
花

消
防
団
光
友
分
団
）

12
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八
女
の
食
文
化
を
発
信　

第
６
回
た
ち
ば
な
和
塾

中
世
を
伝
え
る
宝
物
の
数
々

五
條
家
御
旗
祭

賞状を手にする山口さん（左）と熊谷さん（右）

金烏の御旗に玉ぐしをささげました

協定締結後、しっかりと握手

女性グループ自慢の料理がならびました

五
條
家
の
宝
物
を
公
開
す
る
五
條
家
御

旗
祭
が
９
月
23
日
㈷
、
黒
木
町
大
淵
の
五
條

家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
條
家
は
、
南
北
朝

の
戦
乱
に
際
し
、
幼
少
の
征
西
将
軍
懐か

ね
な
が良

親

王
に
お
供
し
、
九
州
に
下
向
し
た
五
條
頼
元

を
始
祖
と
し
、
こ
の
祭
は
毎
年
、
秋
分
の
日

に
宝
物
の
虫
干
し
を
兼
ね
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
後
醍
醐
天
皇
か
ら
五
條
頼
元
に
与
え
ら

れ
た
「
金き

ん
う烏

の
御
旗
」、
南
朝
方
の
書
状
な
ど

３
６
９
通
か
ら
な
る
「
五
条
家
文
書
」
は
と

も
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
は
雨
交
じ
り
の
天
気
の
た
め
、
御

旗
は
約
３
５
０
年
前
に
描
か
れ
た
写
し
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
詰
め
か
け
た
多
く
の
歴
史

愛
好
家
ら
は
、
長
い
月
日
を
た
っ
て
も
な
お

当
時
の
こ
と
を
伝
え
る
貴
重
な
宝
物
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

立
花
町
白
木
地
区
の
白
城

の
里
旧
大
内
邸
で
９
月
26
日

㈰
、
第
６
回
た
ち
ば
な
和
塾

「
八
女
・
奥
八
女 

味
紀
行
～

ふ
る
さ
と
バ
ン
ザ
イ
食
ま
つ
り

～
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
八
女
市
誕
生
記
念
と
し

て
旧
市
町
村
の
女
性
グ
ル
ー

プ
が
自
慢
の
料
理
を
持
ち
寄

り
ま
し
た
。
そ
し
て
料
理
研

究
家
の
桧
山
タ
ミ
先
生
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
、
女
性
グ
ル
ー

プ
と
「
八
女
の
食
文
化
」
に

つ
い
て
対
談
。
参
加
し
た
女

性
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
「
桧
山

先
生
や
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
と

情
報
交
換
す
る
こ
と
で
今
後

の
活
動
の
や
る
気
が
出
ま
し

た
」
と
元
気
な
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
女
性

グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
っ
た
た

く
さ
ん
の
自
慢
の
料
理
を
バ

イ
キ
ン
グ
形
式
で
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
体
に
よ

い
も
の
ば
か
り
で
幸
せ
。
八

女
の
伝
統
的
な
料
理
を
食
べ
、

あ
ら
た
め
て
子
ど
も
に
対
す

る
食
育
の
大
切
さ
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

九
州
工
業
大
学
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

９
月
17
日
㈮
、
八
女
市
は

九
州
工
業
大
学
（
北
九
州
市
）

と
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
活
用

に
つ
い
て
包
括
的
連
携
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
現
在
、
八

女
市
に
は
２
４
６
９
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
竹
林
が
あ
り
、
第
３
セ
ク

タ
ー
「
立
花
バ
ン
ブ
ー
㈱
」
で

は
竹
炭
製
品
な
ど
を
製
造
販

売
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
竹

繊
維
を
原
料
と
し
た
食
器
の

開
発
も
進
め
て
い
ま
す
が
、
実

用
化
に
向
け
た
製
造
コ
ス
ト
の

削
減
が
課
題
で
し
た
。
こ
の
分

野
で
の
研
究
が
進
む
同
大
学

と
協
定
を
結
び
、
技
術
協
力

を
進
め
る
こ
と
で
竹
産
業
の
振

興
と
放
置
竹
林
の
解
消
を
目

指
し
ま
す
。

三
田
村
市
長
は
「
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
放
置
竹
林

を
資
源
と
変
え
る
こ
と
が
可

能
な
ら
、
我
が
国
は
も
と
よ
り

東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
大
き

く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

低
炭
素
社
会
構
築
の
た
め
に

市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

茶
鑑
定
技
術
で
全
国
３
位

福
岡
県
茶
業
青
年
団
が
９
月
11

日
㈯
に
静
岡
県
で
開
か
れ
た
「
第

57
回
全
国
茶
審
査
技
術
競
技
大

会
」
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

同
大
会
に
は
全
国
か
ら
12
団
体

が
参
加
し
、
外
見
か
ら
の
品
種
の

見
極
め
や
産
地
を
指
定
す
る
問
題

な
ど
４
部
門（
40
点
満
点
）を
、チ
ー

ム
の
合
計
点
で
競
い
ま
し
た
。
同
団

は
、
主
に
八
女
地
域
の
茶
商
た
ち
で

構
成
。
大
会
前
に
は
７
、８
回
練
習

会
を
重
ね
、
今
ま
で
の
最
高
４
位

を
上
回
る
３
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

個
人
の
部
で
は
山
口
真
也
さ
ん

（
星
野
製
茶
園
）
が
満
点
の
快
挙
で

優
勝
、
熊
谷
隆
治
さ
ん
（
熊
谷
光

玉
園
）
が
５
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

「
お
茶
に
携
わ
る
生
産
者
や
茶
商
の

レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
証
拠
。
こ

れ
を
機
会
に
八
女
茶
の
名
が
も
っ

と
有
名
に
な
れ
ば
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。（

関
連
記
事
11
ペ
ー
ジ
）
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帰
居
祭
を
前
に

ジャべリックスロー手にする市長と話す山下さん（右）

11
月
３
日
㈷
は
、
坂
本
繁
二
郎

画
伯
を
し
の
ぶ
帰
居
祭
が
行
わ
れ

ま
す
。
緒
玉
老
人
ク
ラ
ブ
華
玉
会

で
は
、
10
月
11
日
㈷
に
ア
ト
リ
エ

跡
地
の
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
の
休
憩
の
と
き
に
、
坂
本
画

伯
の
ア
ト
リ
エ
で
の
絵
描
き
の
様
子

や
、
地
域
の
人
と
の
会
話
を
思
い

出
し
な
が
ら
語
り
合
い
ま
し
た
。

樹
木
の
剪
定
・
除
草
作
業
が
終

わ
り
、
き
れ
い
に
な
っ
た
園
内
を
見

て「
こ
こ
が
、日
本
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
だ
」

と
坂
本
画
伯
の
記
念
碑
は
、
よ
ろ

こ
ん
で
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

　
　（
八
女
市
緒
玉
　
末
﨑
博
之
）

※「
こ
こ
が
、日
本
の
バ
ル
ビ
ゾ
ン
だ
」

坂
本
画
伯
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
さ
れ

梅
野
満
雄
氏
（
文
学
者
）に
八
女
郡
三

河
村
緒
玉
に
誘
わ
れ
て
こ
こ
を
見
た
と

き
の
言
葉
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
０
石
川
出
場

全
国
青
年
剣
道
大
会
出
場

（右から）西見さん、久間さん、井上さん

ゲートボールに出場する選手の皆さん

ペタンクに出場する選手の皆さん

剪定作業に汗を流す皆さん

「
第
53
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
」
秋
季

大
会
剣
道
青
年
女
子
の
部
で
八
女
市
が
優

勝
し
、
県
代
表
と
し
て
11
月
13
日
㈯
・
14

日
㈰
に
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ
る
第
59
回

全
国
青
年
剣
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
９

月
22
日
㈬
に
は
、
井
上
由
貴
さ
ん
（
黒
木

町
）、
久
間
美
咲
さ
ん
（
上
陽
町
）、
西
見

美
佳
さ
ん
（
八
女
市
）
の
選
手
と
監
督
、

コ
ー
チ
ら
７
人
が
、
出
場
報
告
に
市
長
の

元
を
訪
れ
ま
し
た
。

市
長
は
選
手
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
交

わ
し
「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。

３
人
は
「
優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
大
会

に
向
け
て
の
抱
負
を
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

第
41
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上

競
技
大
会
に
出
場
す
る
星
野
中
学
校
の
山

下
千ち
さ
と知

さ
ん
が
、
10
月
８
日
㈮
に
市
長
へ

出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
が
出
場
す
る
の
は
、
ジ
ャ
べ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
。
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
は

や
り
投
げ
の
小
中
学
生
版
に
な
り
ま
す
。

山
下
さ
ん
は
県
の
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
の

中
で
、
肩
が
強
い
こ
と
か
ら
指
導
者
に
こ

の
競
技
を
勧
め
ら
れ
て
始
め
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
平
日
は
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
土
日
は
福
岡
の
指
導
者

の
下
で
練
習
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
最
終

選
考
会
で
は
自
己
ベ
ス
ト
を
マ
ー
ク
し
て

優
勝
。
山
下
さ
ん
は
「
闘
っ
て
き
た
人
た

ち
の
分
ま
で
頑
張
り
た
い
。
自
己
ベ
ス
ト

を
出
し
上
位
入
賞
を
目
指
し
た
い
」
と
大

会
に
向
け
て
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

第
23
回
全
国
健
康
福
祉

祭
い
し
か
わ
大
会
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
０
石

川
）
に
出
場
す
る
八
女
老

人
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
ペ
タ
ン
ク
の
選
手
の
皆

さ
ん
が
10
月
１
日
㈮
、
大

会
へ
の
出
場
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍

で
き
る
活
力
あ
ふ
れ
る
社

会
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

絆
が
大
切
に
さ
れ
、
誰
も

が
生
涯
輝
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
は
「
競
技
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
石
川
県
も
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
け

が
の
な
い
よ
う
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
を
代
表
し
、

坂
口
逸
次
さ
ん
が
「
出
場

す
る
か
ら
に
は
県
代
表
と

し
て
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
好

成
績
を
お
さ
め
た
い
」
と

大
会
で
の
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の 

秋  

頑
張
っ
て
い
ま
す
！



小
学
生
の
部　

優
勝　
柴
尾
拓
望　

準
優
勝　
野
原
功
貴

３
位　
樋
口
如
乃

中
学
生
の
部

優
勝　
石
橋
将
人

準
優
勝　
柴
田
一
輝

一
般
の
部

優
勝　
八
女
警
察
署

準
優
勝　
黒
木
町
剣
友
会

〈
個
人
戦
〉

一
般
の
部

優
勝　
田
辺 

実
（
龍
ケ
原
）　

準
優
勝　

原 

真
理
子
（
立
花
町
）　

３
位　

馬
場 

解
（
新
庄
）・
西
林
登

美
子
（
宅
間
田
）

小
学
生
の
部

優
勝　
大
淵
道
場

準
優
勝　
黒
木
道
場

３
位　
黒
木
西
道
場
Ａ
・
渡
内
道
場

〈
相
撲
個
人
戦
〉

低
学
年
男
子
の
部

優
勝　
仁
田
原
貴
一
（
矢
部
小
２
年
）

準
優
勝　
栗
原
郁
也
（
矢
部
小
２
年
）

低
学
年
女
子
の
部

優
勝　
堀
下
愛
莉
（
矢
部
小
２
年
）

準
優
勝　
轟 

瑞
穂
（
矢
部
小
１
年
）

中
学
年
男
子
の
部

優
勝　
栗
原
悠
磨
（
矢
部
小
３
年
）

準
優
勝　
小
森 

翔
（
矢
部
小
４
年
）

中
学
年
女
子
の
部

優
勝　
堀
下
菜
々
美
（
矢
部
小
４
年
）

準
優
勝　
谷
山
ひ
な
た（
矢
部
小
４
年
）

高
学
年
男
子
の
部

優
勝　
樋
口
純
也
（
矢
部
小
６
年
）

準
優
勝　
池
田 

翔
（
矢
部
小
６
年
）

高
学
年
女
子
の
部

優
勝　
堀
下
有
沙
（
矢
部
小
６
年
）

準
優
勝　
江
田 

汀
（
矢
部
小
６
年
）

〈
相
撲
団
体
戦
〉

一
般
団
体
の
部

優
勝
　
八
女
市
体
協
矢
部
支
部
相
撲

部
Ａ
（
入
部
恵
市
・
小
森
清
実
・
栗

原
祥
吾
・
新
原
由
克
・ 

栗
原
勝
久
）

準
優
勝
　
粕
屋
警
察
署
Ａ
チ
ー
ム

〈
剣
道
個
人
戦
〉

小
学
生
の
部

優
勝
　
轟 

朱
莉
（
矢
部
小
６
年
）

準
優
勝
　
栗
原
悠
希
（
矢
部
小
３
年
）

３
位
　
高
橋
萌
香
（
矢
部
小
４
年
）

〈
剣
道
団
体
戦
〉

一
般
の
部

優
勝
　
黒
木
町
剣
友
会

（
栗
山
洋
平
・ 

大
淵
達
也
・ 

井
上
正
忠
・

溝
田
武
生
）

準
優
勝
　
矢
部
村
剣
友
会
Ａ

八
女
市
は
総
合
成
績
40
郡
市
中
10
位

（
昨
年
度
は
20
位
）
と
大
躍
進
し
ま
し

た
。

弓
道
競
技

青
年
の
部　
第
２
位

一
般
男
子
の
部　
第
３
位

剣
道
競
技

青
年
男
子　
第
３
位

青
年
女
子　
第
１
位

一
般
女
子　
第
１
位

陸
上
競
技

青
年
男
子

▽
１
０
０
ｍ
＝
第
１
位　

江
上
恭
平

▽
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
＝
第
２
位　

宮
川
卓
未・日
笠
山
貴
志・緒
方
健
仁・

江
上
恭
平

▽
砲
丸
投
＝
第
３
位　

田
中
利
明

壮
年
男
子
（
40
代
）

▽
５
０
０
０
ｍ
＝
第
１
位  

井
上
浩
司

壮
年
男
子
（
60
代
）

▽
１
０
０
ｍ
＝
第
５
位　

川
口
博
文

壮
年
女
子
（
50
代
）

▽
砲
丸
投
＝
第
２
位　

池
上
由
恵

壮
年
女
子
（
60
代
）

▽
砲
丸
投
＝
第
１
位　

田
中
静
代

空
手
道
競
技

一
般
男
子
（
個
人
型
）　

第
３
位　

山
口 

匠

境内で熱戦が繰り広げられました

入賞者と参加者仲良くピース！

八
女
西
ピ
ン
ポ
ン
大
会

　
　
　

 

期
日　

９
月
21
日
㈫

　
　
　

  

会
場　

八
女
西
中
学
校
体
育
館

第
49
回
池
の
山
剣
道
大
会

　
　
　

期
日　

９
月
19
日
㈰

　
　
　

会
場　

星
野
村
麻
生
神
社
境
内

第
36
回
五
條
家
御
旗
祭
奉
賛

剣
道
大
会

　
　
　
　

  

期
日　

９
月
23
日
㈷

　
　
　
　

  

会
場　

大
淵
小
学
校
体
育
館

第
53
回
大
杣
公
園
祭
親
善
相

撲
・
剣
道
大
会

　
　
　
　

  

期
日　

10
月
８
日
㈮

　
　
　
　

  

会
場　

八
女
市
矢
部
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　

  

矢
部
相
撲
場

第
53
回
県
民
体
育
大
会
秋
季

大
会

　
　

  

期
日　

９
月
18
日
㈯
～
19
日
㈰

　
　

  

会
場　

筑
後
地
区
を
中
心
に
開
催

ＳＰＯＲＴＳ

歌
人 

菊
池
剣
氏
を
し
の
ぶ
「
冬

山
忌
」
碑
前
祭
が
、
９
月
26
日

㈰
、
黒
木
町
の
築
山
公
園
下
で
あ

り
ま
し
た
。
黒
木
町
を
愛
し
た
菊

池
剣
氏
は
、
瀬
高
町
（
現
み
や
ま

市
）
出
身
で
「
や
ま
な
み
短
歌
会
」

の
創
設
者
で
す
。
戦
後
黒
木
町
に

住
み
、
多
く
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

遺
作
の
「
冬
山
に
さ
へ
ぎ
ら
れ
た

る 

朝
日
影 

い
ま
街
な
み
の
一
角
に

さ
す
」
か
ら
命
名
さ
れ
た
こ
の
冬

山
忌
は
、
毎
年
9
月
の
最
終
日
曜

日
に
こ
の
歌
の
刻
ま
れ
た
碑
前
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

式
で
は
、
献
花
や
献
茶
の
後
、

遺
族
を
代
表
し
て
五
女
の
加
藤
仁

美
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
。「
皆
さ
ん
に

集
ま
っ
て
も
ら
い
父
の
こ
と
を
語

っ
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
あ
り

が
た
い
」
と
話
し
、
詠
ま
れ
た
歌

を
紹
介
し
な
が
ら
、
故
人
で
あ
る

父
親
を
し
の
び
ま
し
た
。

歌
人 

菊
池
剣
を
し
の
ぶ 歌が刻まれた碑を前に「冬山の歌」を歌う参加者

広報やめ　2010.11.115
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槌つ
ち
お
と音
が
ひ
び
く
八や

め

し

女
市
交こ

う
り
ゅ
う流セ
ン
タ
ー
脇わ

き

の
分ぶ

ん
か
ん館
３
階か

い

で
は
、
今こ

ん
し
ゅ
う週
も
日に

ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

本
語
教
室
が
に
ぎ

や
か
に
開ひ

ら

か
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、
外が

い
こ
く国
か
ら
こ
の
地ち

に
や
っ
て

来き

た
人ひ

と

々び
と

を
対た

い
し
ょ
う象

と
し
た
日
本
語
を
学ま

な

ぶ
た
め
の
場ば

で
す
。
世よ

は
ま
さ
に
国こ

く
さ
い
か

際
化
の
時じ

だ
い代

。

と
は
言い

え
、
人ひ

と

の
流な

が

れ
が
大だ

い
と
し

都
市
ほ
ど
に
は
な
い
こ
の
地ち

で
は
、「
外が

い
こ
く
じ
ん

国
人
」
が
そ
ば
に
い
る

の
は
当あ

た
り
前ま

え

、
と
ま
で
は
い
か
な
い
の
も
現げ

ん
じ
つ実

で
す
。
そ
ん
な
中な

か

で
、「
日に

ほ
ん
じ
ん

本
人
」
と
し
て
、

こ
の
地
で
暮く

ら
す
こ
と
の
難む

ず
か

し
さ
も
察さ

っ

せ
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
日
本
語
教
室
な
の
で
す
か
。
多お

お

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行お

こ
なわ
れ
て
い
る
こ
の
活か

つ
ど
う動
を
取し

ゅ
ざ
い材
し
ま
し
た
。

◆
久く

ぼ

た

ふ

さ

こ

保
田
房
子
さ
ん
（
代
表
）
の
話

皆
さ
ん
の
一
途
さ
が
…
…

　
つ
れ
あ
い
さ
ん
は
言
う
に
及お

よ

ば
ず
、
家か

ぞ
く族

の
皆
さ
ん
と
、
ま
た
地ち

い
き域
の
中な

か

で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
早は

や

く
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
、
子こ

ど
も
が
で
き
た
ら
教き

ょ
う
い
く育
の
こ
と
も
心し

ん

配ぱ
い

だ
、で
き
れ
ば
外そ

と

に
出
て
仕し

ご
と事
も
し
た
い
。

そ
ん
な
思お

も

い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝つ

た

わ
っ
て
き
ま

す
。
旧

き
ゅ
う

八
女
市
を
中ち

ゅ
う
し
ん心
に
、
広ひ

ろ

く
全ぜ

ん
い
き域
か

ら
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
通か

よ

っ
て

い
る
人
々
の
多
く
は
、
家
族
の
協
力
・
支
え

が
あ
る
人
で
す
。
車く

る
まの
免め

ん
き
ょ許
を
持も

た
な
い
人

が
多
く
、
送そ

う
げ
い迎
が
不ふ

か
け
つ

可
欠
だ
か
ら
で
す
。

日
本
語
は
難
し
い
…
…

　
日
本
語
は
世せ

か
い
い
ち
界
一
難む

ず
か
しし
い
言げ

ん
ご語
だ
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
教
え
て
い
て
本
当
に
そ
う

思
い
ま
す
。
特
に
書
き
言こ

と
ば葉
は
そ
う
で
す

ね
。
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・
漢か

ん
じ字
、
特

に
漢
字
は
読よ

み
方か

た

も
変か

わ
り
、
意い

味み

も
変

わ
り
ま
す
。
難な

ん
か
い解

な
漢
字
に
な
れ
ば
な
お

さ
ら
で
す
。

　
運う

ん
て
ん転

免
許
を
取
る
と
き
の
交こ

う

通つ
う

法ほ
う

規き

は
、
な
ぜ
難
し
い
言
葉
を
使
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
う
か
。
運
転
す
る
こ
と
と
あ
ま
り
関

係
が
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

心
の
交
流
は

　
皆
さ
ん
、
日
本
は
豊
か
な
国
だ
と
信し

ん

じ
て
や
っ
て
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
も
っ

と
も
大
事
な
も
の
は
、
物も

の

の
豊
か
さ
は

と
も
か
く
、
地
域
で
の
交こ

う
り
ゅ
う流
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
教
室
の
原げ

ん
て
ん点
に
据す

え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
習
時
間
以
上
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が

　
お
茶
の
時
間
は
母ぼ

国こ
く

語ご

で
話
せ
る
く
つ

ろ
げ
る
時
間
で
あ
り
、
最も

っ
と
も
大た

い
せ
つ切
に
し
た

い
時
間
で
す
。
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
解か

い
し
ょ
う消
に
も
役や

く

立だ

っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
お
国
の
料り

ょ
う
り理
を
披ひ

ろ
う露
し
あ
う
と
き

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
顔か

お

の
輝か

が
や

き
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
母
国
に
誇ほ

こ

り
を
持
つ
時
間
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
語
教
室
に
通
っ
て
ー
一
口
感
想

◦
タ
ン
さ
ん
（
17
歳
・
ベ
ト
ナ
ム
）

　
家
族
で
一い

っ
し
ょ緒
に
い
ら
れ
る
こ
と
が
う
れ
し

い
で
す
。
働は

た
ら
き
な
が
ら
高こ

う
こ
う校
に
行
く
た
め

の
勉べ

ん
き
ょ
う強
を
し
て
い
ま
す
。（
お
母
さ
ん
の
結

婚
を
機き

に
こ
の
地
に
移い

じ
ゅ
う住
）

◦
シ
ェ
リ
ル
さ
ん
（
30
歳
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
二ふ

た
り人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。
漢
字
が
お

ぼ
え
ら
れ
る
こ
と
、
た
く
さ
ん
の
友と

も
だ
ち達

が

で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
文ぶ

ん
か化

の

ち
が
い
に
よ
る
人に

ん
げ
ん
か
ん
け
い

間
関
係
が
む
ず
か
し
い

で
す
。

◦
ア
メ
リ
ア
さ
ん
（
32
歳
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
漢
字
を
勉
強
し
た
り
、
日
本
語
と
母
国

語
で
話
せ
た
り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

子
ど
も
の
成せ

い
ち
ょ
う長
が
楽た

の

し
み
で
す
。

◦
ジ
ャ
ス
ミ
ン
さ
ん（
38
歳・フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
子
ど
も
６
人
の
８
人
家
族
で
す
。
こ
こ

に
来
る
と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
親し

ん
せ
つ切
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。
最さ

い
ご後
ま
で
面め

ん
ど
う倒
み
て

く
れ
る
先せ

ん
せ
い生
の
姿す

が
た
が
私
の
支
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。
役や

く
し
ょ所

か
ら
来
る
文ぶ

ん
し
ょ書

、
む
り
、

分
か
ら
な
い
、
言こ

と
ば葉

む
ず
か
し
い
！

◦
ツ
ウ
さ
ん
（
26
歳
・
ベ
ト
ナ
ム
）

　
み
ん
な
親
切
に
し
て
く
れ
る
の
で
、
日

本
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

教
室
も
友
達
と
話
を
し
て
楽
し
い
で
す
。

気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

■八
や

女
め

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

「よーら話
はな

そう」
主
おも

に東
とうなん

南アジア（ベトナム・フィリピンなど）
から、結

けっこん

婚してこの地に来ている人
ひとびと

々を対
たい

象
しょう

とし、日
に ほ ん ご

本語の読
よ

み・書
か

き・会
か い わ

話などを
教
おし

えている。毎
まいつき

月第 2・4 木
もくようび

曜日の午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

に開
かいさい

催。２年
ねんまえ

前（2008 年11月）に福
ふく

岡
おか

市
し

のボランティアグループの支
し え ん

援を受
う

けて始
はじ

められた。受
じゅこうせい

講生は発
はっそくとうじ

足当時は 3 人だっ
たが、増

ふ

え続
つづ

け現
げんざい

在は 23 人の登
とうろく

録があり
毎
まいかい

回10 数
すう

人
にん

の参
さ ん か

加がある。それを支
ささ

える
ボランティアスタッフも19 人に増

ふ

えている。

日
本
語
は
難
し
い
、け
ど
…

10 時の開会の前に学習準備に忙しいボラ
ンティアの皆さん（左端が久保田さん）

学習は出身国や日本語の習得レベルに応じ
てグループ分けして行われる

託児コーナー
（学習中はボラ
ンティアによ
る幼児の世話
も行っていま
す） 日本語教室「よーらはなそう」では、教室受講生と運営スタッフを募集しています。

言葉が分からず困っている外国籍の人がいたらこの教室のことを教えてあげてください。
◦申込・問い合わせ＝久保田さん（☎２４・５１９４／:０９０・７４５５・５４０６）
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テレビでお馴染みのデューク
更家氏による講演会、ウオー
キングの実技指導を行いま
す。参加無料、申込不要です。
⃝期日＝11月28日㈰14時 30分～
⃝場所＝総合体育館２階球技場
⃝問い合わせ＝総合体育館

（☎２４・１２３０）

し
み
く
だ
さ
い
。
サ
ッ
ク
ス
奏
者
深

町
宏
さ
ん
と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
19
時
～

⃝
会
場
＝
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

⃝
料
金
＝
千
円（
当
日
１
２
０
０
円
）

⃝
曲
目
＝
ひ
ま
わ
り
、
タ
イ
ム
・

ト
ゥ
・
セ
イ
・
グ
ッ
バ
イ
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
・
野
田
さ
ん

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　⃝
日
時
＝
12
月
12
日
㈰
13
時
～

⃝
会
場
＝
福
島
小
学
校
体
育
館

⃝
料
金
＝
大
人
２
５
０
０
円
（
当

日
３
千
円
）
子
ど
も
千
円
（
当
日

１
２
０
０
円
）

⃝
地
元
出
演（
予
定
）
＝
て
ん
て
鼓
、

鼓
夢
、
筑
陣
鳴
子
連
、
馬
場
姉
妹
、

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
、
川
崎
病
院
ビ
ハ
ー
ラ
光

風
、
西
日
本
短
期
大
学
付
属
校
野

球
部

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
旅
行
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
２
・
４
８
９
３
）

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室

内
用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

⃝
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、ソ

フ
ト
バレ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

⃝
日
時
＝
11
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯

20
時
～
※
参
加
無
料

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
介
護
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も
幸

せ
に
な
る
地
域
を
め
ざ
し
て
～
家

族
の
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
む
前
に

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
楽
し
く
生
き
て

い
く
ヒ
ン
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

⃝
日
時
＝
11
月
７
日
㈰
14
時
～

⃝
場
所
＝
八
女
市
担
い
手
研
修
セ

ン
タ
ー
（
立
花
町
谷
川
）

⃝
講
師
＝
仲
光
志
賀
子
さ
ん
（
社

会
福
祉
法
人
自
遊
学
舎
理
事
長
）

※
入
場
無
料
、
託
児
は
１
週
間
前

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
（
☎
２
３・１
３
１
４
）

　
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に

開
催
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
11
月
13
日
㈯
10
時
～
15
時

⃝
会
場
＝
西
公
民
館

⃝
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
、
ふ

れ
あ
い
市
場
、
展
示

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
西
公
民
館

（
☎
２
２
・
５
２
７
２
）

８
時
30
分
出
発
※
小
雨
決
行
、
強

雨
の
場
合
は
28
日
㈰
に
延
期
。

⃝
コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ａ
八
女
北
支
店（
車
）

～
日
向
神
ダ
ム（
矢
部
）往
復
８
キ
ロ

⃝
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
含
む
）

⃝
申
し
込
み
＝
久
木
原
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

⃝
期
日
・
集
合
場
所
＝
11
月
７
日

㈰
八
女
伝
統
工
芸
館
前
に
８
時
集

合
、
車
乗
り
合
わ
せ
で
佐
賀
へ

※
雨
天
決
行
、
申
し
込
み
不
要

⃝
コ
ー
ス
＝
ど
ん３
の
森
駐
車
場
～
バ

ル
ー
ン
フ
ェス
タ
会
場（
往
復
８
キ
ロ
）

⃝
参
加
費
＝
会
員
以
外
は
百
円

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
歩
こ
う
会
鶴
さ

ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

　
秋
の
夜
長
、
幾
種
類
も
の
ギ
タ
ー

が
織
り
な
す
ニュ
ー
サ
ウ
ン
ド
を
お
楽

　
久
留
米
絣
「
森
山
虎
雄
・
哲
浩

親
子
展
」
を
開
催
し
、
講
習
会
受

講
生
の
作
品
展
も
同
時
開
催
し
ま

す
。
入
場
無
料
。

⃝
日
時
＝
11
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰

９
時
～
17
時
（
初
日
は
10
時
～
）

⃝
会
場
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　
年
齢
に
合
っ
た
（
０
歳
児
～
就

学
前
の
幼
児
）
読
み
聞
か
せ
と
、
親

子
読
書
の
大
切
さ
を
お
話
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
９
時
50
分
～

⃝
場
所
＝
辺
春
保
育
園

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ
ら

か
た
い・
井
手
口
さ
ん
（
☎
０
９
０・

８
７
６
６
・
６
２
２
３
）

⃝
期
日
・
集
合
場
所
＝
11
月
21
日

㈰
Ｊ
Ａ
八
女
北
支
店（
吉
田
）集
合
、

お
知

ら
せ

　
社
交
ダ
ン
ス
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
活
動
し
て
い
る
各

教
室
の
発
表
を
し
ま
す
。
体
験
も
で

き
ま
す
の
で
見
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

⃝
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

⃝
期
日
＝
11
月
６
日
㈯
９
時
～

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

第
３
回
あ
す
ば
る
出
前
講
座

講演会

第
16
回
八
幡
ふ
れ
あ
い
広
場

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

Ｌ
Ｕ
Ｂ

佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
ウ
オ
ー
ク

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内
合

奏
団
定
期
公
演

お
は
な
し
会
＆
メ
ッ
セ
ー
ジ 「石人・石馬から見る筑

後・肥後の古墳文化」
のテーマで、福岡大学
名誉教授の小田富士雄
氏が講演します。古代
九州の大豪族「筑紫君
磐井」に石人・石馬を
通じて迫る絶好の機会
です。

「八女の文化財」をテーマとして、
写真を愛する人たちが持ち寄った
いろいろな写真を展示します。日
常ではなかなか気付かない文化財
の１ショットをぜひ、見に来てくだ
さい。
⃝日時＝11月16日㈫～
　12 月12日㈰※月曜日は休館
⃝会場＝岩戸山歴史資料館ロビー
※写真展のみの観覧であれば入
場は無料です。

「写真展」

岩
戸
山
歴
史
資
料
館
の
催
し　
　
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
２
２・６
１
１
１
） 入場

無料

入場
無料講演会

「筑紫君を
   考える」

25
年
目
の
手
な
ら
い
展

伊
藤
多
喜
雄
コ
ン
サ
ー
ト

日
本
各
地
の
唄
探
し
の
旅
in
八
女

第
５
回
Ｓサ

ウ

ス

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ま
つ
り

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

⃝日時＝11月23日㈷ 13 時～15 時 30 分
⃝会場＝岩戸山歴史資料館
⃝定員＝先着 150 人

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験　
子
ど
も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
部
門
ご
と
の
教
育
課
程
で
心
と
体
を
鍛
え
る
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
⃝
日
時
＝
11
月
21
日
㈰

９
時
～
⃝
場
所
＝
広
川
中
学
校
お
よ
び
周
辺
⃝
対
象
＝
幼
稚
園・保
育
所（
園
）年
長
～
中
学
生
、
男
女
Ｏ
Ｋ
⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
八
女
１
団・小
川
さ
ん
（
☎
２
２・３
２
６
３
）

デューク更家氏
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ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
産
直
市
な
ど
多

彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
申
し
込

み
不
要
、
参
加
無
料
※
託
児
は
11

月
13
日
ま
で
に
要
予
約

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

１
２
６
１
）

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
、
託

児（
生
後
６
か
月
～
就
学
前
）あ
り
。

⃝
内
容
・
日
時
等
＝

③
こ
こ
ろ
と
カ
ラ
ダ
の
ボ
デ
ィ
ワ
ー
ク

11
月
11
日
㈭
10
時
～
／
八
女
市
保

健
セ
ン
タ
ー

④
お
金
が
た
ま
る
！
家
計
術
～
マ

ネ
ー
体
質
改
善
セ
ミ
ナ
ー
～

局
☎
２
３
・
２
４
０
７
）

　
精
神
疾
患
お
よ
び
し
ょ
う
が
い

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
と
理
解
を
も

つ
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
17
日
㈬
13
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

⃝
内
容
＝
講
演
、
ミニコン
サ
ー
ト
等

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
５
）

⃝
日
時
＝
11
月
９
日
㈫
14
時
～

⃝
場
所
＝
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈶
福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

　
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
創
立
60

周
年
記
念
大
会
。
参
加
費
４
０
０
円

⃝
日
時
＝
11
月
７
日
㈰
10
時
10
分
～

⃝
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
２
２
）

　「
生
き
る
、
働
く
、
つ
な
が
る
社

会
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
男
女
共
同

参
画
表
彰
式
、
基
調
講
演
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
バ

　　
愛
犬
と
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
11
時
～
15
時

⃝
場
所
＝
鉄
道
記
念
公
園
※
雨
天
中
止

⃝
内
容
＝
パ
ネ
ル
展
、写
真
展
、グ
ッ

ズ
販
売
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
ド
ッ
グ
セ
ラ
ピ
ー

チ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
鵜
池
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
４
３
５
７
・
７
０
４
０
）

　
㈳
八
女
青
年
会
議
所
で
は
、
11

月
21
日
㈰
の
「
空
き
缶
・
空
き
び

ん
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
左
参
照
）

に
参
加
し
、
日
ご
ろ
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
福
島
小
学

校
体
育
館
下
の
駐
車
場
に
て
炊
き

出
し
を
行
い
ま
す
。
清
掃
活
動
終

了
後
に
お
時
間
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
２
０
０
杯
限

定
で
す
が
、
少
し
で
も
皆
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
例
会
担
当
委
員

会・新に
い

留ど
め

さ
ん（
☎
２
４・４
０
２
２
）

　
岡
山
公
園
山
頂
で
「
画
壇
の
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
に
な
る
」
と
美
術

の
道
に
進
む
こ
と
を
決
心
。
ま
た
、

故
郷
へ
の
限
り
な
い
思
い
、
室
岡
に

住
む
母
、
色
鮮
や
か
な
櫨
に
代
表
さ

れ
る
美
し
い
自
然
に
思
い
を
馳
せ
、

辞
世
の
歌
「
わ
が
国
は
　
筑
紫
の
国

や
　
白
日
別
　
母
い
ま
す
国
　
櫨

多
き
国
」
を
作
っ
た
天
才
画
家
青
木

繁
を
偲
び
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
16
日
㈫
15
時
～

⃝
場
所
＝
岡
山
公
園
山
頂
（
雨
天

時
は
室
岡
公
民
館
大
広
間
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
岡
山
公
園
を
守
る

会
・
城
後
さ
ん
（
農
業
委
員
会
事
務

11
月
16
日
㈫
10
時
～
／
多
世
代
交

流
館
「
共
生
の
森
」

⃝
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性
、
先
着

30
人
（
要
申
込
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　
11
月
14
日
㈰
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。
参
加
料
千
円
。
※
定
員
10
人

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

⃝
日
時
＝
12
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

14
時
～
16
時

⃝
会
場
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
　

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
表
紙
の
紙
を
自
分
で
染
め
て
、

は
が
き
サ
イ
ズ
の
手
帖
を
作
り
ま

す
。
作
業
時
間
は
１
時
間
程
度
、

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

紅
櫨
ま
つ
り

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
大
会

て
が
み
絵
教
室

手
帖
づ
く
り
～
白
壁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画

空
き
缶
・
空
き
び
ん
回
収
終
了

後
に
炊
き
出
し
を
行
い
ま
す

暴
力
追
放
県
民
大
会

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
室
・
講
座

第
３
回
D
O
G
フ
ェ
ス
タ

　散乱する空き缶や空きびんを回収し、清潔で
美しい町づくりをめざして行います。
⃝期日＝11月21日（日）
※各校区・地区により集合時間が異なります。詳
細は、各区長へ問い合わせください。
⃝集合場所＝▼福島＝市役所▼長峰＝各行政区
▼上妻＝上妻小学校▼三河＝各行政区▼八幡＝
西公民館▼川崎＝川崎小学校▼忠見＝各行政区
▼岡山＝旧ＪＡ岡山支所▼大淵＝各行政区▼光
友＝各行政区▼北山＝各行政区▼白木＝各行政
区▼辺春＝各行政区▼上陽＝上陽保健センター
▼矢部＝矢部まつり会場▼星野＝各地区集会所

⃝問い合わせ＝本庁社会環境課（☎ 23・1462）
／黒木総合支所（☎ 42・1463）／立花支所（☎
23・4934）／上陽支所（☎ 54・2218）／矢部
支所（☎ 47・3111）／星野支所（☎ 52・3113）

　八女・文化創造ネットワーク会議では、
「八女市地域交流センターを核とした市民
参加の文化、芸術のまちづくり」について
の勉強会を開催しています。市町村合併に
よって、市民参加のまちづくりの重要性が
益々高まり、市民間の連携が大切になって
います。「100 年後の未来の子どもたちに何
を残すのか」をテーマに勉強会、視察研修、
講演会、懇談会等を開催し、八女地域の
文化、芸術のまちづくりを考えます。多くの
皆様の参加をお待ちしています。
⃝日時・内容等＝
▽ 11月8日㈪筑紫野市文化会館視察▽ 11
月23日㈷草加叔也氏講演会▽ 12 月大山
平一郎氏・一柳慧氏講演会（交渉中）▽
1月30日㈰津村卓氏講演会（交渉中）▽
その他文化のまちづくり談義（月２回）
⃝問い合わせ＝同ネットワーク会議事務局・
中島さん（☎ 090・5284・7527）

「どげんかせんといかん！」
　　　　　交流センター

空き缶・空きびん回収キャンペーン

八女文化連盟総合文化祭・謡曲大会は
11月21日㈰八女文化会館で開催されます。

八女文化連盟総合文化祭

市民との協働まちづくり提案事業
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生
ま
れ
た
男
子

⃝
受
付
＝
11
月
１
日
㈪
～
１
月
７
日
㈮

⃝
試
験
＝
〈
一
次
〉
１
月
22
日
㈯

〈
二
次
〉
２
月
５
日
㈯
～
２
月
８
日

㈫
の
間
の
指
定
す
る
１
日
　

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
八
女
地

域
事
務
所
（
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

⃝
応
募
資
格
＝
採
用
時
に
高
卒
以
上

の
学
歴
を
持
ち
、
応
募
時
に
柔
道
ま

た
は
剣
道
の
有
段
者
（
22
歳
未
満

２
段
以
上
、
22
歳
以
上
３
段
以
上
）

⃝
受
付
＝
11
月
15
日
㈪
ま
で

⃝
試
験
＝
〈
一
次
〉
11
月
28
日
㈰

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
矯
正
管
区

職
員
課
（
☎
０
９
２
・
６
６
１
・
１

２
６
０
）
※
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
資
格
・
採
用
試
験
」
も
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　
離
転
職
者
で
転
職
・
再
就
職
希

望
者
対
象
。
受
験
料
と
授
業
料
は

無
料
（
教
科
書
代
は
実
費
）。
入
学

願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
３
か
月
過
程
、
定
員
20
人

⃝
訓
練
科
・
募
集
締
切
＝
①
パ
ソ
コ

ン
初
級
科
／
11
月
22
日
㈪
ま
で
②
パ

ソ
コ
ン
経
理
課
／
11
月
24
日
㈬
ま
で

⃝
試
験
＝
①
12
月
２
日
㈭
②
12
月

３
日
㈮

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

千
円
、
子
ど
も
１
５
０
０
円

⃝
申
し
込
み
＝
八
女
市
総
合
体
育

館
に
て
11
月
３
日
㈷
～
先
着
45
人

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務
局
（
総

合
体
育
館
内
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
保
健
師
免
許
を
有
す
る
人
募
集
。

平
成
23
年
１
月
４
日
㈫
か
ら
八
女

市
役
所
健
康
課
に
て
採
用
予
定
。

⃝
申
し
込
み
＝
11
月
30
日
㈫
ま
で

に
履
歴
書
を
人
事
課
人
事
係
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
高
齢
者

支
援
係
（
☎
２
３
・
１
３
０
８
）

　
百
人
一
首
を
20
枚
１
組
５
色
に

分
け
て
、
そ
の
20
枚
の
札
を
カ
ル

タ
と
同
じ
要
領
で
取
り
合
い
ま
す
。

小
中
学
生
対
象
、
参
加
無
料
、
全

員
に
参
加
賞
あ
り
。
※
必
ず
保
護

者
の
引
率
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
日
時
＝
12
月
４
日
㈯
９
時
～

⃝
場
所
＝
大
牟
田
市
文
化
会
館

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
荒
木

さ
ん
（
☎
２
３
・
７
２
１
８
）
※
18

時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
応
募
資
格
＝
平
成
６
年
４
月
２

日
～
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に

　
電
話
で
11
月
10
日
㈬
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
＝
11
月
19
日
㈮
13
時
30
分
～

⃝
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
（
本
村
）

⃝
内
容
＝
演
題
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
治
療
に
つ
い
て
」
講
師
・
酒
井
徹

雄
医
師
（
姫
野
病
院
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
（
☎
０

９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

　
菊
池
渓
谷
で
の
ん
び
り
お
散
歩
、

温
泉
に
グ
ル
メ
！
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
期
日
＝
11
月
20
日
㈯

⃝
参
加
費
＝〈
一
般
〉
大
人
４
千
円
、

子
ど
も
２
千
円
〈
会
員
〉
大
人
３

※
11
月
15
日
㈪
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス（
住
所・参
加
者
名・学
年・

連
絡
先
）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
久
留

米
市
文
化
財
保
護
課
（
☎
０
９
４

２
・
３
０
・
９
２
２
５
、
P
０
９
４

２
・
３
０
・
９
７
１
８
）

　　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
治
療
の
専
門

医
の
講
演
と
断
酒
を
継
続
し
活
動

し
て
い
る
人
の
体
験
談
。参
加
無
料
。

電
話
で
11
月
５
日
㈮
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
先
着
順
。

⃝
日
時
＝
11
月
10
日
㈬
14
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
こ
っ
ぽ
ー
っ
と
ホ
ー
ル（
大

木
町
総
合
体
育
館
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

中
の
ノ
ー
ト
は
用
意
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
程
＝
11
月
３
日
㈷
～
７
日
㈰

（
午
前
の
部
）
10
時
～
11
時
（
午
後

の
部
）
14
時
～
15
時

⃝
参
加
費
＝
１
２
０
０
円
（
材
料

代
込
み
）

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

※
Ｈ
Ｐ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
久
留
米
絣
の
重
要
な
工
程
を
親

子
で
体
験
し
、
３
日
間
で
製
作
し

ま
す
。
参
加
無
料
。

⃝
日
時
・
内
容
・
場
所
＝
▽
11
月
21

日
㈰
／
歴
史
と
手
く
く
り
／
広
川

町
産
業
展
示
会
館
▽
12
月
５
日
㈰

／
藍
染
／
広
川
町
森
山
工
房
▽
12

月
19
日
㈰
／
手
織
り
／
八
女
伝
統

工
芸
館
※
い
ず
れ
も
13
時
～
16
時

⃝
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
10
組

久
留
米
絣
体
験
教
室

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
五
色
百
人
一
首

保
健
師
（
臨
時
職
員
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
生
徒

柔
剣
道
有
段
者
刑
務
官

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
バ
ス
ハ
イ
ク

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
講
演
会

ア
ル
コ
ー
ル
研
修
会

ひとり親家庭の生活の安定と自立促進のため、
母子家庭を対象として支給されていた児童

扶養手当が、法改正により平成 22 年 8 月から父
子家庭も対象となりました。支給要件（離婚、死
別等）に該当する人は、提出書類を揃えて申請手
続をしてください。手当は、申請者や扶養義務者（同
居の父母・祖父母・兄弟・子等）の所得制限があ
ります。定められた額以上のときには支給されませ
ん（支給は、年 3 回に分けて支給）。
※支給要件等詳細については、広報やめ８月1日
号に掲載しています。
※経過措置として、平成 22 年 8 月1日現在で支
給要件に該当する人は、11 月 30 日までに申請す
ると 8 月支給分から支給となります。11 月 30 日
を過ぎると申請の翌月分からの支給となります。
⃝受付窓口＝八女市役所本庁子育て支援課、黒木
総合支所保健福祉課、立花支所・上陽支所・矢部
支所・星野支所の市民生活福祉課窓口

●子育て支援課子育て支援係（☎23・1351）

児童扶養手当は
申請されましたか

⃝提出書類＝①印鑑②請求者及び対象児童の戸籍
( 外国人は登録済証明書 ) ③世帯全員の住民票( 続
柄･本籍がわかるもの ) ④世帯全員の所得証明－平
成 22 年度（21年分）⑤健康保険証（児童と申請
者が記載されているもの）⑥年金手帳⑦預金通帳

（申請者名義のもの）⑧借家の場合－賃貸契約書
⑨その他申立書（窓口で記載します）
※別居の場合は、対象児童の住民票、別居監護・
生計申立書が必要ですのでお尋ねください。

「父子家
庭」も支
給対象

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
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夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
15
日
㈪
～
21
日
㈰
、

８
時
30
分
～
19
時
（
土
日
は
10
時

～
17
時
）

⃝
相
談
電
話
＝
０
５
７
０・０
７
０・

８
１
０
（
全
国
共
通
）

※
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
平

成
12
年
か
ら
設
置
し
て
お
り
、
平

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
ま
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局

（
☎
０
９
２
・
８
３
２
・
４
３
１
１
）

　
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
は「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
。
殴
る
蹴
る
の
身
体
的
な
暴

力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、

電
話
や
外
出
を
制
限
す
る
な
ど
も

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）
に
当
た
り
ま
す
。
お
悩
み
の

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
窓
口
〉
＝
⃝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
（
☎
２
３
・
７
５
２

０
）
月
～
金
曜
の
８
時
30
分
～
17
時

15
分
⃝
女
性
相
談
所
（
☎
０
９
２
・

７
１
１
・
９
８
７
４
）
月
～
金
曜
の

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合

体
育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
県
民
体
育
大
会
は
２
月
６
日
㈰

久
留
米
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
、
小
・

中
学
校
の
体
育
館
や
運
動
場
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は

「
利
用
者
の
会
（
事
前
に
団
体
登
録

が
必
要
）」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
20
日
㈯

⃝
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分

～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）

▽
14
時
15
分
～
（
八
幡
小
、
岡
山

小
、
西
中
）
▽
15
時
～
（
上
妻
小
、

三
河
小
、南
中
）▽
15
時
45
分
～（
忠

見
小
、
川
崎
小
、
北
川
内
小
、
見

崎
中
、
上
陽
中
）

⃝
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
保
険・

９
時
～
17
時
15
分
⃝
夜
間
・
休
日
相

談
電
話
（
☎
０
９
２
・
７
１
６
・
０

４
２
４
）
月
～
金
曜
の
17
時
15
分
～

24
時
、
土
・
日
・
祝
日
の
９
時
～
24
時

　
賃
金
未
払
い
、
解
雇
や
セ
ク
ハ
ラ

な
ど
労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
相
談

に
司
法
書
士
が
電
話
で
応
じ
ま
す
。

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
10
時
～
16
時

⃝
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
10
時
～
16
時

⃝
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
㈶
福
岡
県
暴
力

追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８
）

⃝
日
時
＝
11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

11
時
～
※
い
ず
れ
か
１
日
に
参
加

⃝
集
合
場
所
＝
宮
野
公
園
（
矢
部

川
ろ
ま
ん
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
５
キ
ロ
の

タ
イ
ム
測
定
）

⃝
資
格
＝
市
内
在
住
の
人
　
※
学

生
、
生
徒
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
申
し
込
み
＝
11
月
３
日
㈷
か
ら

選
手
数
７
人
＋
補
欠
３
人
　

雇
用
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
場
合
は
、
所
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所

で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局

（
☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
３
５
）

　
福
岡
労
働
局
で
は
、11
月
を
「
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ・バ
ラ
ン
ス
）推
進
期
間
」と
し
、

県
内
の
企
業
・
団
体
に
11
月
19
日

㈮
に
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
実
施
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
６
２
）

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

⃝
対
象
者
＝
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
ご
存
命
の
人
。

⃝
受
付
期
間
＝
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
※
請
求
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
人
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

⃝
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
＝
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事

業
部
特
別
給
付
金
担
当
（
☎
０
５

７
０
・
０
５
９
・
２
０
４
※
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）
※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
は
０
３
・
５
８
６
０
・
２
７
４
８

⃝
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
18
時

　
第
１
・
３
・
５
月
曜
日
（
11
月
１
・

15
・
29
日
）
の
３
日
間
温
泉
の
大
人

料
金
６
０
０
円
を
５
０
０
円
、
70
歳

以
上
４
０
０
円
を
３
５
０
円
に
て
ご

奉
仕
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
べ
ん

が
ら
村
の
温
泉
で
ゆ
っ
く
り
と
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
８
は
八
女

の
日
・
べ
ん
が
ら
の
日
、
毎
月
８
日

と
風
呂
の
日
26
日
に
通
常
料
金
で
入

浴
の
人
に
は
半
額
入
湯
券
２
枚
進
呈
。

⃝
問
い
合
わ
せ
＝
べ
ん
が
ら
村

（
☎
２
４
・
３
３
３
９
）

2011年 7 月24日までにアナログ放送
は終了し、デジタル放送に完全移行し
ます。地上デジタル放送の準備や困り
ごとに関して無料の相談会・説明会を
開催します。そろそろ地デジにしたいけ
ど電波は届いているの？ 設置操作も不
安…。など、お気軽にご相談ください。

⃝地デジ全般に関する問い合わせ＝
☎０９２（３０３）０１０１〈平日〉 ９
時～ 21時〈土日祝日〉 ９時～ 18 時
⃝相談会・説明会に関する問い合わせ
＝☎０９２（５３４）７４１１

〈平日のみ〉 ９時～ 18 時　
※出張説明会もお申し込み受付中！

Ｄ
Ｖ
相
談

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

全
国一斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

小
中
学
校
体
育
施
設
利
用
者
の
会

一人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保
険

11
月
19
日
㈮
は
ノ
ー
残
業
デ
ー

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

県
民
体
育
大
会
駅
伝
競
走

八
女
市
代
表
選
手
選
考
会

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ

べ
ん
が
ら
村
温
泉
感
謝
デ
ー

地デジ無料相談会

2011年７月
アナログテレビ
放送終了へ

八女市役所 11/15㈪、11/16㈫
11/17㈬10:00～16:00

矢部支所 11/15㈪ 11:00～15:00
黒木地域交流セ
ンターふじの里 11/16㈫10:30～15:30

立花総合保健福祉
センターかがやき 11/17㈬10:00～16:00

上陽支所 11/18㈭10:30～15:30

星野支所 11/18㈭11:00～15:00

総務省福岡県テレビ受信者支援センター

▼相談日時・場所
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◦11月18日（※11/5 予約開始）、12 月
　2日（※11/25 予約開始）相談日はい
　ずれも木曜日13 時～16 時／法務局
　八女支局　※要予約☎２３・２６０３
◦11 月12 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館※要予約☎ 23・0294
◦11 月19 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・２１３１
◦11 月 26 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
◦ 11 月 19 日 ㈮ 10 時 ～ 12 時／八女
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
◦毎週火曜 13 時 30 分～ 16 時／社会
　福祉会館※要予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦毎週月・水・金曜８時30分～16時30分  
　／八女市役所消費生活相談室
　　☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月11日㈭ 13 時 30 分～16 時 30 分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
◦11月22日㈪９時～12時 / 働く婦人の家
なんでも人権相談
◦11 月 5 日㈮ 13 時～ 16 時
　／社会福祉会館
◦11 月10 日㈬ 13 時～ 16 時
　／立花市民センター（立花）
◦11 月12 日㈮ 13 時～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
行政相談
◦11月4 日㈭ 13 時～ 16 時／
　社会福祉会館
◦11月8日㈪ 13 時～ 16 時／
　地域福祉センター（上陽）
◦11月17日㈬ 9 時 30 分～12 時／
　地域交流センターふじの里（黒木）
◦11月15日㈪９時～ 12 時／
　立花市民センター

司法書士相談
◦11 月12 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦11 月19 日㈮ 13 時 30 分～ 16 時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
◦ 11 月 17 日㈬ 13 時 30 分～ 16 時／
　社会福祉会館
◦ 11 月 10 日㈬、24 日㈬ 13 時 30 分
　～ 16 時／地域福祉センター（上陽）
◦11月17日㈬ 9 時 30 分～ 12 時／
　地域交流センターふじの里（黒木）
◦11月10日㈬、24日㈬９時 30 分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
税務相談
◦11月8日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
◦11月17日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
◦11月24日㈬13時～15時／商工会議所
日本政策金融公庫相談
◦11月5日㈮13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談
◦11月15日㈪13時30分～16時30分／
　商工会議所※要予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談
◦11月16日㈫ 13 時～ 14 時 30 分／
　八女市役所 102 会議室
◦11 月11日㈭９時～ 10 時
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月12日㈮・16日㈫ 10 時～12 時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
◦11 月 2 日㈫・16 日㈫ 10 時～ 12 時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
◦11月25日㈭10 時～12 時／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９時 30 分～ 16 時／市役所内
　※要予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜 10 時～ 16 時／黒木総合
　支所※要予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14 時 30 分～ 16 時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）要予約
　☎ 0944・72・2176
エイズ検査とエイズ電話相談
◦毎週月曜 14 時～ 15 時

　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談
◦平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務
　所（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
◦平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
　（☎０９２・７１３・７３１８）
犯罪被害者相談電話
◦平日９時～ 18 時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９時～ 12 時・13 時～ 17 時／
福岡財務支局（☎０９２・４１１・７２９１）
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18 時～ 20 時／福岡県青年司法
　書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日19時～ 20時／福岡県青年
司法書士協議会（☎０９２・４７７・８１６０）

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

▼人口と世帯（10月１日現在）  ▼ 9 月の異動
人　口 70,426  (- 66) 出生 51 人

男 33,178  (- 38) 死亡 77 人
女 37,248  (- 28) 転入 102 人

世帯数 23,888  (- 15) 転出 142 人
　※（　）内は前月比

火災出火件数     2件 （  29件）
救急出動件数 216件  （2,299件）
救急搬送人数 209人 （2,201人）

※（　）内は 1 月からの累計
発生件数 54件 （404件）
傷　　者 66人 （500人）
死　　者 0人 （3人）

※（　）内は 1 月からの累計

●国民健康保険税・介護保険料（第5期）
●後期高齢者医療保険料（第5期）
●市営住宅家賃
●保育料

納期限・口座振替日は11月30日㈫
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。
※納期限内の納付にご協力ください。延滞金が加算
されることがあります。

9 月の
火災・救急
の状況

9 月の
交通事故
の状況

11月に
納めるもの

相談はお気軽にどうぞ

戸籍届出・住民登録は忘れずに！
　戸籍は、人の出生や死亡、親子や夫婦などの身分関係を登録し証明する制度です。
出生届・死亡届等忘れずに提出ください。また、転入・転出・転居等で住所が変わっ
たときも届けを必ずお願いします。●問い合わせ＝市民課市民係（☎２３・１１１５）
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▼
こ
の
時
期
、
市
内
各
地
は

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
。
皆
さ
ん
、
八
女
市
を
大
い
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
広
報
担
当
も

取
材
が
ん
ば
り
ま
～
す
。（
Ｍ・Ｍ
）

▼
広
報
担
当
の
も
と
に
は
毎
月
２

回
の
原
稿
締
め
切
り
直
後
、
山
の

よ
う
に
原
稿
が
押
し
寄
せ
て
き
ま

す
。こ
れ
ら
を
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
で
見
や
す
い
よ
う
に
ど
う
配

置
す
る
の
か
、
頭
の
痛
い
作
業
で

す
。「
広
報
や
め
」
は
原
稿
の
締
め

切
り
が
発
行
日
の
約
１
か
月
前
と

早
い
た
め
か
、出
来
上
が
っ
た
こ
ろ

に
追
加
原
稿
が
く
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。
毎
月
、ひ
や
ひ
や
と
校
了
ま

で
気
を
抜
け
ま
せ
ん
。（
Ｋ
・
Ｓ
）
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平島 一
い っ さ

佐ちゃん

Ｈ21年11月1日生（鳴瀬）

祝
１
歳
♡
ウ
チ
の
子
に
生
ま
れ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
大
き
く

育
っ
て
ね
♡

吉武 篤
あ つ し

史ちゃん

Ｈ21年11月1日生（馬場）

祝
１
歳
☆
お
め
で
と
う
‼
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
。
元

気
に
育
っ
て
ね
♡

野中 詞
し お ん

恩ちゃん

Ｈ21年1１月3日生（南馬場）

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
♡
詞
恩
の
笑
顔
で
皆
を
幸
せ
に

し
て
ね
！

大鶴 祥
しょうたろう

太郎ちゃん

Ｈ21年1１月4日生（北山）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

優
し
い
元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
☆

高井良 美
み づ き

月ちゃん

Ｈ21年1１月6日生（宮野）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
大
き
く
な
っ
て
ね
。

近藤 暖
は る と

大ちゃん 瀬口 縁
えにし

ちゃん

高井良 妃
き ら り

星ちゃん

近藤 敦
あ つ し

志ちゃん 田中 颯
そ う ま

馬ちゃん

原 旭
あ さ ひ

人ちゃん

Ｈ21年1１月8日生（前古賀） Ｈ21年1１月8日生（吉田）

Ｈ21年1１月6日生（宮野）

Ｈ21年1１月24日生（稲富） Ｈ21年1１月17日生（白木）

Ｈ21年1１月9日生（本分）

い
つ
も
元
気
で
や
ん
ち
ゃ
な
暖
大

♡
い
っ
ぱ
い
歩
い
て
大
き
く
な
～

れ
♪

元
気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
す
く
す
く

育
っ
て
ね
‼

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
可
愛
い

笑
顔
が
大
ス
キ
だ
よ
！

１
才
お
め
で
と
う
！
２
人
の
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、
元
気
に
育
っ

て
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼
こ
れ
か

ら
も
た
く
さ
ん
笑
っ
て
元
気
に

育
っ
て
ね
‼

あ
さ
ひ
が
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

幸
せ
い
っ
ぱ
い
！
心
を
こ
め
て
あ

り
が
と
う
。

八
女
市
に
は
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
伝
統
工
芸
や
手
仕
事
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

昭
和
61
年
、
八
女
地
域
の
伝
統

工
芸
品
を
展
示
・
紹
介
し
、
伝
統

技
術
の
伝
承
と
地
場
産
業
の
発

展
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
の
が
八

女
伝
統
工
芸
館
。
館
前
に
は
高
さ

10
・
５
メ
ー
ト
ル
、
重
量
は
な
ん
と

１
０
８・８
ト
ン
の
巨
大
石
灯
ろ
う
。

館
内
に
は
、
高
さ
６・５
メ
ー
ト
ル
の

大
型
金
仏
壇
と
直
径
３・５
メ
ー
ト
ル

の
大
提
灯
。こ
れ
ら
す
べ
て
は
日
本

一の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。
漆
塗
り

と
金
箔
を
施
し
た
格
調
高
い
仏
壇

は
、
細
部
に
ま
で
芸
術
性
と
美
し

さ
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。
手
づ
く

り
の
伝
統
技
法
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と

間
違
い
な
し
！
八
女
福
島
仏
壇
と

八
女
提
灯
は
国
の
伝
統
的
工
芸
品

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
す
る
「
八
女
手
す

き
和
紙
資
料
館
」
で
は
手
す
き
和

紙
の
製
作
工
程
が
見
学
で
き
、
う

ち
わ
やハ
ガ
キ
、
名
刺
な
ど
の
手
作

り
体
験
も
可
能
。
職
人
さ
ん
が一か

ら
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
初
め

て
の
人
も
安
心
し
て
楽
し
め
ま
す
。

八
女
は
和
紙
の
原
料
の
楮こ
う
ぞや

三み
つ
ま
た椏

が
自
生
し
て
お
り
、
矢
部
川
の
清

流
な
ど
和
紙
の
生
産
に
適
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
日に
ち
げ
ん
し
ょ
う
に
ん

源
上
人
に
よ
っ
て

４
０
０
年
程
前
に
紙
す
き
の
技
術

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
館
内
で
は
和

紙
製
の
バッ
グ
や
帯
、ピ
ア
ス
な
ど
の

可
愛
い
製
品
も
販
売
。温
も
り
の
あ

る
和
紙
製
品
を
生
活
の
中
に
取
り

入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
他
、
八
女
和
ご
ま
や
ケン
玉
、

八
女
矢
、
八
女
竹
細
工
、
久
留
米

絣
な
ど
の
工
芸
品
も
あ
り
、
職
人

さ
ん
の
匠
の
技
の
実
演
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
手
づ
く
り
の
温
も
り

を
ぜ
ひ
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●八女伝統工芸館　開館時間 ／ ９時～ 17時
休館日 ／ 月曜・年末年始　入館料 ／ 無料
●八女手すき和紙資料館　体験料 ／ 葉書（4
枚組）・しおり（8枚組）・名刺（10枚組） 各500
円 うちわづくり 800円  ※10人以上は要予約
● 問 い 合 わ せ ＝ 八 女 伝 統 工 芸 館（ ☎
22・3131 N22・3144）Shttp://www.
yame-kougeikan.jp　 八女の手仕事ブログ  
Shttp://yame-teshigoto.net/

※本ページ右下のサービス券を八女手すき和紙
体験時に持参されると体験料を１割引します。

茶
の
く
に

 サ
ー
ビ
ス
券

（八
女伝
統工
芸館
）

八女
手す
き和
紙

体験
料１
割引

H2
2.1
2月
末

有
効
期
限

おたんじょうびおめでとう

よ
か

茶
の
く
に　
　
　
　
　

　
　

と
こ
巡
り
◇４

も
の
づ
く
り
の
心
と
技
に
ふ
れ
る
八
女
伝
統
工
芸
館

（上）公
く げ う た

卿謡を奉納する保存会の皆さん
（右）ふるまわれた「将軍そば」

良成親王をしのぶ
　矢部村の大杣公園で10月8日㈮、後征西将
軍良

りょうせい

成親王をしのぶ「大杣公園祭」が行われ、
約250人が参列しました。良成親王は、懐

かねなが

良
親王から将軍職を継ぎ、後征西将軍として菊
池氏一族と南朝再興を目指していましたが、
35歳ごろこの矢部の地で亡くなられました。
この祭は良成親王に感謝し御霊を慰めるため
に、命日にあたる10月8日に行われています。
　式典前には、矢部村第二区地域振興協議会
による紙芝居も初めて披露されました。祭主
を務めた市長は「先人や地元の皆さんが守り
はぐくんできた自然や歴史、伝統芸能にあふ
れた風情豊かな八女の地を大切に守っていき
たい」とあいさつ。その後、地元保存会によ
る公

く げ う た

卿謡や浦安の舞（表紙）が奉納されました。

イベント
◦和紙で手帖づくり
　11月３日㈷～7日㈰
◦25年目の手ならい展
　11月10日㈬～14日㈰
◦久留米絣手織り講習会
　12月11日㈯～12日㈰

和紙のある生活してみませんか？

観光振興課 しば

た

編
集
後
記

満１歳のお子様の写真を募集し
ています。名前・生年月日・住
所・簡単なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月の７日ま
でに直接お持ちいただくか、郵
送でお申し込みください。応募
多数の場合は先着順となります。
写真はお返ししていません。
●申し込み・問い合わせ＝市長
公室秘書広報係（☎23・1110）


